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1.調査に至る経緯

平成 3年 2月 1日

7月 10日 ～

7月 ■ 日

7月 19日

(松教社第510号 )

株式会社鴻池組が「 (仮称)湖南ニュータウン」造成事業にかかる事前調査と

して松江市教育委員会文化課に埋蔵文化財の分布調査を依頼。

分布調査を実施。

分布調査の結果,地域内の5か所で試掘調査を実施する必要があることを事

業者と県文化課双方に報告。

平成4年 1月 24日

(商団第78号)

以前の地域を南に拡張する形で松江市商工業国地開発事務所から「松江市第

2卸商業団地」造成事業のために再度分布調査依頼書が提出された。

4月 21・ 22日

5月 19日

分布調査を実施。調査地域内には古墳 1基・古墳群 1・ 尾根上平坦地 4か所。

横穴 2穴を確認。

6月 3日

(教文第148号)

6月 8日

(島教文第143号)

6月 15日 ～

30日

本件調査結果について県教委に今後の取り扱いについて協議文書を提出。

県教育委員会から確認調査(試掘調査)を実施するように回答あり。

爛日本海開発により第1次の電気探査を実施。開口していた横穴の周辺を主

に実施する。

県からの回答と電気探査の結果を併せて最終回答を県・松江市商工業団地開

発事務所に通知。平坦地については試掘調査,横穴群については確認調査,
その他は保存することになった。

7月 3日

(教文第216号)

8月 18日

(教文第330号)

12月 11日 ～

平成 5年 1月 12日

今後の調査期間及び調査費の見込みについて,県文化課に協議文書を提出。

尾根平坦地・横穴群の試掘調査実施。
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2月 8日

(教文第723号)

試掘調査・確認調査の結果を報告。横穴群以外には遺跡・遺物とも存在しな

いことを確認。横穴群は最低10穴以上所在するものと推定した。

3月 8日～

3月 31日

横穴群周辺地域の第2次電気探査を実施。その結果最大27～28穴の横穴が所

在するとの報告書が爛日本海開発から提出された。

「遺跡発見の通知について」提出。以後,菅沢谷(すげさわだに)横穴群と呼

称する(文化財保護法第57条の6第1項)

3月 29日

(教文第834号)

3月 30日

(島狭文第4-記号)

4月 5日

(商団第2号)

遺跡発見通知書の受理。工事着手前に発掘調査を実施するように指導。

「埋蔵文化財発掘の通知について」商工業団地事務所から提出。

(文化財保護法第57条第1頂)

「埋蔵文化財発掘の通知について」進達。

埋蔵文化財発掘調査通知書の提出。

(文化財保護法第98条の2第1項)

菅沢谷横穴群の全面発掘調査開始。

新設された財団法人松江市教育文化振興事業団に発掘調査を移管。

4月 12日

(教文第37号)

4月 15日

(教文第48号)

平成 6年 1月 31日 現地調査終了。
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2.位置と歴史的環境

菅沢谷横穴群 菅沢谷 (すげさわだに)横穴群は松江市の南東に広がる標高約120mの丘陵斜面に

所在 しています。菅沢谷と呼ばれる谷筋の東斜面に,標高55～65m,幅約100mにわたって14穴 の横

穴が発見されました。

菅沢谷横穴群のある乃木地区にはこの他にもたくさんの遺跡があります。菅沢谷を起点としてこの

谷を北東にくだっていくと, まず東に大久保遺跡 。大久保古墳群があります。

大 久保 遺跡 大久保遺跡は大久保池の南側湖岸にあり古式の上師器片が採集されています。周辺

には階段状の地形も認められますので弥生時代後期の四隅突出型と呼ばれる特殊な墳丘墓群が造られ

ている可能性もあります。

大久保古墳群はその南方に隣接 しています。全長24mの前方後方墳と4～ 5mの方墳 3基とから成

る古墳群です。前方後方墳は西側の墳丘の一部が崩れていますが概ね当時の形状を保っています。

さらにくだると西に奥山遺跡・友田遺跡群・田和山遺跡群があります。

奥 山 遺 跡 奥山遺跡では横穴墓が3穴発見されています。いずれも7世紀初頭～前葉のころに

造られた横穴で,人骨とともに象嵌の施された大刀等の副葬品が発見されています。

友 田遣 跡群 友田遺跡群は田和山遺跡群の北東に隣接し,弥生時代後半の上羨墓27基と墳丘墓 5

基のほか,四隅突出墳丘墳と呼ばれる特殊な墳墓, さらには古墳時代の前期的様相をもつ17基の古墳

群やその後の時代に作られた古墳群も同時に発見されている複合遺跡です。

田和山遺跡群 田和山遺跡群には十数か所の古墳と住居跡があるらしいことがわかっています。こ

のうち田和山 1号墳については平成 2年に発掘調査を実施しましたが,古墳の主体部に長さ2.4m,

中冨1,7mの横穴式石室をもつ,全長20mの前方後円墳であることが判明しました。

乃木 二子 塚 最後に乃木二子塚古墳に到達 します。乃木二子塚は全長38mの前方後方墳で島根県

の指定史跡になっています。昭和56年の発掘調査では幅 3m余 り,深さ0,5m以上の周濠や須恵器の

高ネ形器台の破片が出上しています。

下 沢 遺 跡 乃木二子塚の周辺には石鏃等が出上し縄文時代の遺跡ではないかと考えられている

下沢遺跡があります。昭和55年 。昭和56年の 2回にわたり周辺の発掘調査を実施しました。その調査

では黒曜石製の石鏃やその石暦が発見されていますが,土器や遺構は発見されませんでしたので遺跡

の詳細はまだよく判っていません。

このように,乃木地区には縄文時代から古墳時代に至る限られた時代でもたくさんの遺跡がありま

すが,同 じようにたくさんの遺跡が集中している東の大庭地区と,北に隣接する法吉地区の接点とし

て,菅沢谷横穴群はたいへん重要な場所にあると言えます。
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第 1図 周辺の追跡分布図







3.発掘調査の概要

(1)A-1号横穴墓

遺 構 最初の分布調査でその存在が確認された横穴です。あとに述べるB-1号横穴墓と同じく
羨門が開口していて玄室(遺体を置いた部屋)内を覗くことが出来ました。この横穴は羨門(横穴の入

リロ)か ら玄門(遺体を置いた部屋の入リロ)部分まで天丼が崩れて玄室の中に多量の上砂が流入して

いましたが,羨門を閉塞している石積(閉塞石)や羨道の床面,玄室の平面形は当時のままの状態を保っ

ていました。

天丼の形は,中央が崩れていて当時の状況はわかりませんが,壁の立ち上がりから推測すると,丸

天丼型の横穴であろうと思われます。

横穴の羨門に向かう前庭部はi掘 りはじめの幅が2.93m,羨門付近で1.76mを測り,長さは4.16m

あります。羨門は幅1.1～1.31m,羨道(玄室につながるトンネル)の長さは1.Omあ ります。羨門も羨道

も上部は崩れていますので,高 さを測ることは出来ませんでした。羨道は幅0。 74mあ ります。玄室の奥

行は2.40m,幅は1.87m,高 さは1.14mあ ります。玄室の天丼は丸く, ドーム形に造られています。玄門

はこのドーム形の玄室の側面に設けられていますの4正 式には丸天丼形妻入横穴墓と呼ばれる形式です。
遺 物 平成3(1992)年に行った試掘調査で,閉塞石のすぐ内側の羨道部分に台付長頚壷 (だい
つきちょうけいつぼ)と短刀が置いてあるのが判っていました。本年度の本格的な調査では,まず閉

塞石のすぐ前で大型の平瓶 (へいへい)と砕けた須恵器質の高台付碗 (わん)洵ミ1個ありました。羨

道内には昨年の試掘調査で発見した台付長頚壷と短刀のほかに,土師器質の深型の碗もありました。

玄室奥壁に向かって,左手には,30× 20clnの石が2個置かれていただけでしたが,右手には遺物が

たくさんありました。出上した遺物は,平瓶 1,小型対 (かん)2,ネ身 (つ きみ)4,不蓋 (つ き
かた)1,直刀 (ち ょくとう)1,刀子 (と うす=小刀)片 1で した。平瓶は,最も玄門よりにあっ

たものです。小型の対は, 日径7.3cHl,器高4,6clllの もので,胴部に×印があるほか口縁の一部を打ち

欠いています。

前庭部の羨門近くで出上した大型の平瓶は,他に類例がないものです。胴部の直径26.3911,器 高

25,7cal。 頚部は中心から数calずれている程度で,肩部の広い方2か所に平行するように径0。 7clll,長

さ4.5calの紐状の胎上を当てて把手としています。直刀は柄の部分は残っていませんでしたが,刀身

部分だけで80on近 くもあるりっばなものでした。出上した状況から,柄の部分は盗掘されたものと推

測しています。

Q)A-2号 横穴墓

遺 構  A-1号 横穴墓の左上方に,A-1号 横穴の前庭部の壁を削って幅0.8m,高さlm

ほどの羨道状の横穴が掘られていました。ここに留まった上砂を取り除きましたが,深さ1.50mほど

掘ると二方向に分枝していることがわかりました。しかし,壁や天丼の上砂はプロック状で, しかも

横に象」離して崩れるために非常に危険な状態であり,遺物も全く出上しませんでしたので,調査を取

り止めることにしました。
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遺 物 羨道の入日の埋上中から須恵器の増あるいは小型壷の口縁部と思われる破片が出上してい

ますが,堆積土中の遺物であり, この遺構に伴うものか断定できませんでした。

●)A-3号 横穴墓

遺 構 試掘 トレンチを表土から2mほ ど下げ,さ らに北側に2mほ ど拡張したところ,横穴の前
庭部らしき落ち込みが認められました。軟質の粘土状で,地盤は象J離 して落盤し,玄室は完全に埋まっ

ていました。試掘調査では前庭部を共通にして三方向に別れた2穴の横穴ではないかと推測していま

したが,本格的に調査を行ったところ, これは盗掘孔で,そのlmほど下に本物の羨門がありました。

羨門は2段の石を使って閉塞してあります。盗掘孔はこの羨門上部から合計3か所に,玄門上部に

向かって開けられていますが,真ん中の盗掘孔が玄室に貫通しているようです。

前庭部は堀り始めの幅1.38m,羨門付近で1.66mあ ります。羨門は,幅0.9m,高 さ0。 92mで平均

20× 20cIBの石を使って完全に閉塞してあったものと思われますが,発見時には上部が玄室側に崩れて

いました。

羨道は,羨門部で幅0,67m,玄門部で0.95mあ ります。玄室は奥行2.60m,玄門側で2.60m,奥壁

で2,35mあ ります。玄室の天丼は崩れていますが,丸天丼型妻入りの横穴であったと思われます

遺 物 玄室内には士師質で丹塗りの高邦と脚付短頚壷,及び須恵器の芥蓋2セ ットと高不があり

ました。丹塗りの高不は, 日径14.3911,器高は12.5～12.7cHlあ ります。全体に水銀朱が塗布してあり

ます。脚部の一部が故意に打ち欠いてありました。同じ士師質の脚付短頚壷は,日径8.OcHl,器高

12.7～13.Ocll,胴部最大径12.lcll,脚部径7.8cIIlを 測ります。これも,おそらく全面に水銀朱が塗布

されていたのだと思われますが, 口縁部の一部に残っているだけでした。これも脚部の一部に故意に

打ち欠いてあります。口縁部と胴部に斜めの沈線文があります。

同伴した須恵器蓋不の形状から6世紀前半から中頃に作られたものであろうと想像されます。

●)B-1号 横穴墓

遺 構 当初の分布調査で発見された横穴のひとつです。B群の西側上部の狭い範囲の斜面に構築

された横穴のひとつで,旧山道によって玄室の前半部が上部から削平されていました。内部は露出し

ていて,床面には数十cnlの 上砂が堆積していました。

羨門部は完全に破壊され,築成当初の状況はわかりませんでした。玄門から羨道部の床面がわずかに

検出されましたが,それによると羨道の幅は0。 76m,高 さは推定0。 9～ lmあ ります。玄室床面の規模

は奥行2.32m,幅 は2.52m,高さは推定で1.32mあ ります。羨門は削平されているためわかりません。

床面を精査したところつ:水濤や屍床等の施設はありませんでした。また内部も全体に凹凸があって

後世かなり攪乱されているようです。地元の人の話によると戦前にはこの横穴の中に自由に入って遊

べたということです。

遺 物 遺物は玄室奥で数片の須恵器蓋邦の小片があり, この蓋芥の特徴から7世紀初頭に造られ

たものと推定されます。他に大型甕の口縁片も検出されています。

―… 13-―
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第 6図 A-3号 横穴墓出土遺物実測図

(5)B-2号横穴墓

遺 構 B-1号 横穴墓の斜め右上方に羨道部が開口していました。羨門には閉塞石はありません

でしたが,幅20911,深 さ12clllの濤が切られているので,木板によって簡便に閉塞したものと推察され

ます。

玄室は横穴群中最も小さく,奥行2.12m,幅1.5m,高 さ1。 26mあ ります。羨F日の幅は0。 7mを測り

ます。羨道は閉塞部分まで0,8m,幅は0。 7mあ ります。羨道部の天丼は崩れているので,高 さはよく

わかりませんでした。

遺 物 玄門付近には芥身が伏せた状況で置かれていました。内部中央に鉄鏃 (鉄製の矢じり)が

3本と,人骨らしい小骨片が残っていました。玄室の四周には排水濤が切られ,中央に屍床らしき高

まりが認められますが,は っきりと断定は出来ませんでした。

(6)B-3号横穴墓

遺 構 B-2号 横穴墓の左上方,B-1号 横穴とB-2号横穴の中間の上部に作られた横穴です。

＼隠＼
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第 9図  B-2号 横穴墓出土遺物実測図

羨道正面は地山であったので最初は地下式の横穴ではないかと思われました。ところが実測を段階で

もう一度精査したところ,正面向かって左手 (南)に幅40clnほ どの細い濤状の遺構があるのがわかり

ました。

この濤状の遺構はB-1号横穴の真上から北西に向かって掘り込んでいますが,途中で約30度はど

】ヒに曲り, ここから羨道らしく幅広くなって,ほぼ西に向かって掘り進み玄室に向かいます。しかし,

玄室は掘り始めた初期の段階で中止しています。この玄室は三方向に掘り進んでおり,掘 り方の手順

が明らかで興味深いものです。

羨道に向かうこの細い濤状遺構を観察すると, この濤を直行するようにさらに細い濤を作るなど羨

門部の閉塞機能を造ろうとした形跡もありますので, これも羨門と前庭部を造りかけて中止したと考

えると納得出来るように思われます。

以上のことから, この横穴は①まず地山の適切な部分を垂直に切り取り山斜面に羨道幅の竪穴を穿

つ程度の平坦地を造る。②次に約45度下方に向かって竪穴を掘り,玄室を造れる程度の深さまで地中

に入ると今度は水平に羨道を掘り進む。③最後に玄室と羨門,前庭部を両方向同時に整形しようとし

た,と考えられるのです。

まことに奇異な方法のように思われますが,山頂に近いという地形的な制約を除いて横穴の体裁を

整えるためには, このような無理な方法しか無かったのであろうと推察されます。しかしこうした方

法はやはり無理だったのか,あ るいは社会的な変革などの原因によって,結局途中放棄してしまった

もののように思われます。

遺 物 遺物は羨門の閉塞にしようとした濤状遺構の中に生焼の須恵器の平底碗が伏せた状態で検

出されています。

- 18 -



(7)B-4号 横穴墓

遺 構 B-1号 横穴の南側,B-5号 横穴のすぐ北側に隣接する横穴です。羨道は落盤し,玄室

内には土砂が多量に堆積しほとんど埋まっていました。前庭部には小型の蓋芥が数セット供献されて

いましたが, この直上に椎の大木があり,その木根に絡まって出上したので,原状はよくわかりませ

ん。

荻門は2段の石で閉塞してあります。木板でふさいだ上にこの石で固定したもののようです。羨門

の幅は1.15m,高さ推定1.00m。 玄室は奥行1,92m,幅は玄門側で2。 15m,奥壁で1.92m,高 さは推

定1.30mあ ります。

遺 物 玄室床面には,外蓋 3,芥身 3,小型壷 1,高台付芥 1,鉄製鍬先金具 (く わさきかなぐ)

がありました。鍬先金具は,U字形をしており,内側を二重にしてすき間をあけ, ここに木製の身を

挿入したものと思われます。大きさは長さ30cln,幅は25cmほ どありました。

(8)B-5号 横穴墓

遺 構 B-4号 横穴の羨門のすぐ南側に隣接して前庭部があり, 2mは ど奥に羨関の閉塞石が残っ

ていました。閉塞石は2段だけ残っていましたが,他に閉塞に使用された石はありませんでしたので

木板で閉塞し, これを石で止めていたもののようです。前庭部の切 り合い状況から,本横穴墓が造ら

れた後にB-4号 横穴が造られたと考えられます。上部の巨大な地盤のブロックが落下して内部を完

全にふさいでいましたが, これを取り除くと,暗茶褐色のやわらかな堆積上が数十cIBあ りました。こ

れがクッションになったものか,遺物はすべて完全な状態で残っていました。玄室の奥壁もほぼ完全

な状態でした。玄室の玄門寄り中央に,頭骨片と思われる骨片が認められましたが,ほとんど粉状で

取 り上げることは出来ませんでした。

玄室は奥行2.35m,幅は玄門側で2.65m,奥壁で2.20mあ ります。高さは,奥壁部分から推定する

と1。 4m前後あったものと思われます。羨門は,幅1.15m,高 さは推定1.Om,羨道の長さは1.2m,

幅は0。 65m,高 さは0.88mあ りました。玄室の右手には平たい石が列状に奥壁に向かって並べられて

いるようで,頭骨片もこの石の間にありました。石の並べられた状況や,玄室内で鉄の角釘が2本発

見されていることから, この石の上に木棺を安置していたもののようです。

遺 物 内部には,芥身3,外蓋4,高台付芥 1,輪状つまみの付いた蓋,壷,耳環 2,鉄角釘 2,

直刀がありました。直刀は身の長さ75clnを測 りますが,A-1号 横穴墓で発見された直刀と同じよう

に,柄の部分がありません。出土状況から見ると, この横穴も盗掘されたように思われます。

(9)C-1号 横穴墓

遺 構 C-1号 横穴墓は,菅沢谷横穴群の所在する丘陵の谷斜面南奥に位置する5穴の横穴群の

うち,最も北側に位置する横穴墓 (B群に続く横穴)です。

玄室は天丼部と側壁との界面が明瞭ではなく,丸天丼型に近い形状をしています。規模は奥行2.55

m,幅2.35m,高 さ1,37m。 羨道は長さ0,98m,幅0,93m高 さ0。 91m。 四周と中央に排水用の濤があ

―- 19-―
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1.表土
2.暗褐色土
3.明褐色土(自色ブロック含)
4.暗褐色砂質土
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ります。中央の濤は羨道中心を通り,そのまま羨門に抜けています。天丼部の一部が象J落 しています

が,ほぼ完全な形で残っていました。

玄室左側の屍床には2体の人骨が頭位を反対にして下肢骨を上下に交差する形状で埋葬されていま

した。奥壁に頭位を置く人骨 (第 2号人骨)は頭骨が形状をとどめないまでに砕けていましたし,残っ

た骨も触れただけで粉状に崩れてしまいました。逆に玄門側に頭位を向ける人骨 (第 1号人骨)は下

顎骨がほぼ完全な状態で保たれていて,頭骨の形状が推定出来るほど良好な状態で残っていました。

こうした骨の遺存状態から, これら2体の埋葬時期は少しずれていると考えられます。玄室奥に頭

位を置く人骨は推定年齢25歳前後の男性と思われますので, もう1体は少なくとも5年はど後に埋葬

された30歳代の女性と考えられます。玄室右側の人骨は部位を特定するような骨は全く残っていませ

んでしたが,乳日歯らしき歯牙が残っているのが認められますので,10歳までの幼児が埋葬されてい

る可能性もあります。この横穴が構築された直後から,同 じ家族や親戚の中で死者が出るたびにこの

横穴に埋葬したと推測されます。

遺 物 男性の頭骨周辺には,横瓶と長さ80cmの直刀,靖及び鉄鏃6本が副葬されていました。女

性頭骨の周辺には芥蓋4セ ットと大型の提瓶及び鉄鏃 3本が検出されました。右側の屍床には玄門側

に枕とした外蓋2セ ットと提瓶2個,奥壁に対がありました。鉄鏃は四月の濤の中から2本,奥壁側

に2本,鹿角製の鏃が1本検出されました。これらの鏃は原位置から相対的にずれていると考えられ

ますが,天丼の崩落による土砂によってりとねられた場合や,遺体が腐敗する過程においても移動する

可能性があると思われます。それは人骨の位置がずれていることからも想像されます。

女性骨の頭部付近にあった大型提瓶は,本横穴群の北側に所在する田和山l号墳の玄室内にあった

大型提瓶に,類似しています。この大型提瓶は島根県では他に類例が見られないものですので,田和

山1号墳とこの横穴群の親密な関係が想定できると思います。

蓋ネの特徴から見ると,本横穴は6世紀後半 (西暦550年以後)に構築されたものであろうと思わ

れます。

CO C-2号横穴墓

遺 構 C-2号 横穴墓はC-1号の南側に隣接する横穴です。前庭部の床面はC-1号横穴より

2m近くも高い位置から掘られています。羨道から玄門及び玄室の半分ほどが崩壊し,流入した上に

よって完全に埋まっていましたが,横穴内に堆積したと思われる土砂はありませんでした。尾根の高

さはさほど変わっていないうえに, このC-2号穴と隣のC-3号穴の地山だけが砂岩質に変化して

いますので,おそらく掘り上げた直後に崩れてしまったようです。

当初の試掘 トレンチの設定では前庭部を検出しただけで羨門部は確認出来ませんでした。 トレンチ

を大きく尾根筋にまで拡張して,上部の上砂を排除しつつ羨門部の確認作業を行ったところ,それか

ら10cmほど掘り進んだところで羨門を確認することが出来ました。

羨門の幅は1.5m,羨道の長さは0。 9mあ ります。茨道入り口で0,85mあ った幅が玄門で1.65mにな

り,ち ょうど「 じょうご」のように玄室に向かって広がっています。羨道部中央右寄りにはつ
'水

濤が

-24-
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第14図  B-4・ B-5号横穴墓実測図
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第15図  C-1号 横穴墓出土人骨実測図

切ってあります。羨門入口には隣のC-3号横穴と同様に幅10cln,深 さ30clnほ どの濤があるので, こ

れも木板だけで開塞したもののようです。

玄室の上砂を全て取り除くと,その大きさは奥行2。 35m,幅2.88mあ りました。羨門から始まる排

水濤は幅15cn,深 さ5 clnほ どで,玄室右壁に平行に奥壁まで続いていて,玄室右側をこの排水濤で区

画して屍床としたようにみえます。人骨はありませんでしたが, この付近には厚さ7～10cHlの暗褐色

の粘質の上砂が堆積しており,出土した須恵器もこの上層内で検出されました。

排水濤が右壁を意識して造られているために,左側は玄室全体の3分の2の空間が出来ていますが,

遺物・遺構ともありませんでした。屍床等の埋葬施設を造らなかったために空間が生じたものと推定

しています。

玄室の奥壁左側隅に高さ0.80m,幅0.75mの第二の茨道状の横穴が穿たれていました。前述した左

側の空間はこれを意識して前庭部的な性格を持っていることも考えられます。

この羨道状の横穴は,幅と高さは変わらぬまま,隣のC-3横穴墓の玄室の裏側を通り尾根筋にま

で達していました。長さはこの時点で4m余 りあり, さらに奥に続いているようです。遺物は無く目

的も不明で,なぜこのような横穴が必要であったのかよくわかりません。

遺 物 前庭部床面上では遺物は全く検出していませんでしたが,前庭部を覆う黒色の堆積土中か

らは甕片が多量に出上したはかに,完形品の不身が1個発見されました。これがあるいは前庭部に供

献されていた遺物かもしれません。

玄室内には右壁屍床部分に芥蓋 lセ ットと対がありました。玄室中央奥には芥身が1個ふせて置か

れていました。右壁奥に玄室床面から30cln以上も浮いて耳環が1個検出されました。追葬時か盗掘時

か, または玄室奥に新たな横穴を掘る際に原位置を動いたもののようです。

―-27-―
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ぐつ C-3号 横穴墓

遺 構 C-2号 横穴墓の南に隣接しています。C-2号横穴と同様に羨道,玄室とも完全に崩れ

ていました。土砂は玄室を完全に押し潰し, さらに周辺の地山も一緒に崩れて大きく穴があいていま

した。 トレンチを尾根筋にまで大きく拡張し,崩落した4mに及が上部の上砂を取り除き,玄室部分

を平面的に露出させました。

玄室の規模は奥行2.45m,幅 2.70mで高さはわかりませんでした。玄室中央には排水濤が掘られて

いますが,玄門の手前で自然消滅しています。床面は右壁中央から玄門にかけて幅10clnの亀裂が入っ

ており崩壊によって地山面も大きく損傷を受けたようです。羨道は幅0,70cln,長 さ1,Omで,羨門入

口は幅約10cmの 閉塞用の濤が切ってあります。その幅から考ると,木板による簡易な閉塞と思われま

す。玄室内には須恵器の蓋不片とともに人骨らしき骨片が散乱していましたが,かろうじて大腿骨ら

しき形状が認められるものもありました。これらの骨片は床面全体に散乱していましたので, この横

穴でも複数の埋葬が考えられるようです。

羨門は幅1,Om,高 さ推定0.8～ 0。 9m,前庭部右側から玄室に向かって大がかりな盗掘孔がありま

す。玄室には到達したようですが,その堆積状況からみると,盗掘された時点では既に崩落していた

後のようです。

遺 物 玄室内に人骨片とともに芥身5個,芥蓋4個 と刀子片らしき鉄製品が1個検出されました。

蓋ネの形状からすると,C-1号 ・C-5号横穴墓のそれよりも幾分小振りでC-2号穴のものに近

いのです。造られた場所や遺物の特徴から, この2穴はC群の中でも更に新しい時期に作られたもの

かもしれません。

CD C-4号横穴墓

遺 構 C-3号 の南に隣接する横穴です。羨門上部は表土から3mほ ど下にあります。羨門は極

めて広く,幅は●10mあ ります。羨道の長さは1.55m,高 さは0,75m。 玄室の奥行は1.90m,幅 は

2.10m,高 さは1.12mあ りました。玄室内には土砂が40～50cln近 く堆積していましたが,玄門左側か

ら奥壁右側に向かい中央斜めに人骨片が散らばっていて,その付近は堆積上が20cll程少なく, しかも

均―でした。こうした状況から,木棺が斜めに安置されていた可能性が大きいのではないかと思われ

ました。石棺はその場である程度加工することが出来るので玄室の大きさに合わせることが可能と思

われるが,逆に木棺は作られた状態のままで運び込まれその場で加工することが出来なかったため,

斜めに置かざるを得なかったとも考えられます。

玄門付近に頭蓋骨と大腿骨が寄せて置いてありました。玄門部中央には少し浮いた状態で下顎の歯

牙が検出されました。こうしたことから本横穴の人骨は完全に集骨されていて, しかも2体分の骨が

あるのではないかと推測されます。遺存状態のよい骨は壮年後期の (30～40歳)の男性骨で身長

160～165clnで あると思われます。

遺 物 長頚壷が1個だけ,玄室のはぼ中央で人骨に沿うように置いてありました。他には遺物は

ありませんでした。
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第20図  C-2号 横穴墓出土遺物実測図

第21図  C-3号 横穴墓出土遺物実測図
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ぐO C-5号 横穴墓

遺 構 C-4号 横穴墓の南に隣接する横穴です。菅沢谷横穴群中最も谷奥南側に位置し,玄室の

規模も最も大きい横穴でした。羨門は表土から約4m下で発見されました。羨門には左側に寄って,幅

40cm,高 さ70cmの 白粉石 (玄室内の石棺と同じ石材)が 1枚残っていました。これは閉塞石としての

役目は果たしていないので,木板による閉塞を安定させたものと考えられます。玄室は天丼部と側壁と

の界面が明瞭ではなく,丸天丼型妻入りと呼ばれる形式です。玄室の規模は奥行2.45m,幅 3.10m,高

さ1.55mあ ります。羨道は長さ1.25m,高 さ0.9mを計ります。玄室右側には流紋岩質凝灰岩で作られ

た石棺が安置されています。左側は地山が5 cmほ ど削り出してあり,それを須恵器大変の破片でまん

べんなく敷き詰めた,所謂須恵器屍床と呼ばれる作りです。

石棺は蓋石 2枚,側石が左右に3枚ずつ,床石 6枚と前後の小口石の合計13枚で構成されています。

石棺の組合せ順序は,床石を敷きその周囲に小口石を置き側石を置いて最後に蓋石を置いたものです。

蓋石の 1個は厚さ8 cln,長 さ120cln,幅 80cmあ ります。調査の終わった後にこの蓋石を取 り出しまし

たが,縦に起こして引くと計ったように羨道をすりぬけることが出来ました。

棺内には左右匹骨が両端を欠いて1本ずつ残っていましたが,他はすべて粉状に砕けていました。

第23図  C-4号 横穴墓出土人骨実測図
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これを第 1号人骨としましたが, この人骨は身長120cln以 下で,10～12歳前後の女性骨ではないかと

推定されています。

石棺の外側のす ぐ横には同 じく玄門側に頭位を向けた第 2号人骨があります。須恵器屍床には玄門

側に向いた一体の第 4号人骨が埋葬されています。須恵器床の人骨は身長166～170clnの壮年の男性骨

と推定されます。

第 2号人骨の頭蓋骨は厚さ10cm,長 さ40cln,幅 30cln程度の台形状の石に必身と芥蓋を伏せた状態で

置き,さ らに木質の製品で覆ってその上に乗せてあったようである (木質の製品は不明)。 歯牙の一

部には赤い顔料が塗布されてます。おそらく水銀朱 と思われますがそれは丹念に塗ったという状況で

はなく, 日の部分に流 したといった方がよい状況で した。

第 3号人骨は, 2号人骨と4号人骨のあいだに,50cm× 30cmの範囲で左上腕骨や右匹骨,骨盤など

の骨がまとめて置いてあったものです。追葬の際に元の人骨を集骨 したのではないかと考えています。

(注 1)石棺の材質については,島根大学理学部地質学教室助教授沢田順弘先生にX線照射によって,その組成
を分析していただきました。それによりますと重量比でSiQが74%,A1203が16%あ ったそうです。こ
の組成は松江市の近郊では荒島石に近い組成ですが,ただ荒島石に比べてマトリックス (岩片)が少な
いという特徴があるそうです。

(注 2)C-5号 穴とC-4号穴,及びC-1号穴で出土した人骨については,現地での取り上げから,席取大
学助教授井上晃孝先生に指導していただきました。人骨については,先生の現地でのコメントを参考に
していますが,詳細は本書の附編で掲載させていただきました。

遺 物 玄室内には最初に玄門入口付近中央に大型の提瓶があります。これはC-1号 横穴墓のも
のと同様です。第 2号人骨にともなう供献品と思われますが, この人骨には,そのほかに,頭部付近

に鍍銀環 1セ ット (2個),射 1,蓋不 3セ ット (6個体=う ち1セ ットは枕に使用 している),刀子

2本,足元にはガラス小玉 1個,水晶玉 1個,小型対 1,蓋芥 1セ ット (2個体),台付琺がありま

した。須恵器床の2号人骨の頭部付近には,対 1,醜 1,三方二段透の高外,枕に使用 したと思われ

る蓋芥 2セ ット (4個)がありました。さらに遺骸に沿ったように蓋芥 2セ ットと高不 2個 (脚部久

損)がいずれも伏せた状態で並べてあります。

石棺内には玄門側の頭部付近の左右に耳環と思われる金属製の遺物があり,寛骨付近に刀子が 1本

ありました。他には供献遺物はない。石棺の外側の左側壁には芥蓋 1,小型の高台付長頚壷 1,高ネ

1がありました。蓋ネはC-1号 横穴墓と同様の特徴をもっと思われます。C群の横穴墓から出土し

ている土器も全体的に同様の特徴を持っていますので山本編年Ⅲ期後半頃と思われますので6世紀後

半ごろの構築と推定されます。

―-39-―



4.出土遺物の検討

各横穴墓から出上した遺物はそれぞれの項目で概要を説明していますので, ここでは全体の総論的

な流れを把握してみたいと思います。

(1)A支群の遺物の概要

A-1号穴で出上している芥蓋,不身は日径10cm前後で,削 りはなく,山本編年Ⅳ期に入るもので

す。6世紀末頃のものではないでしょうか。A-3号穴で出上した丹塗りの高外と脚付短頚壷は,島

根県では極めて珍しいものと思われますが,技法は簡便化されていますので, この横穴に供献するた

めに作製されたものであろうと推定しています。

(2)B支群の遺物の概要

B-4号穴,B-5号 穴で出上した不蓋,芥身を見ると, 日径 8 cll以下のものがあり,A群の遺物

と比べても小型のものが多いようです。B-5号穴の玄室右側にあった遺物には,高台付碗に輪状つ

まみの蓋がセットで出ています。こうしたことから,B群の横穴は概して7世紀前半頃と考えられます。

③ C支群の遺物の概要

C-1号穴及びC-5号穴の不蓋,芥身は平均して日径12cln前後で,削 りのあるしっかりとした遺

物が大部分を占めています。C群の中でもC-2号穴とC-3号穴はB群に近い特徴をもつものです。

鈍

第25図  C-5号 横穴墓出土人骨実測図
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横穴の掘られた位置にも無理があるようですので, この2穴はC群の中でも新しく構築されたのかも

しれません。また田和山1号墳の石室の中で出上した大型の提瓶と同じものが,C-1号 穴とC-5

号穴に見られるので, この古墳群との密接な関係が伺われます。このことから6世紀後半にC-1号

穴とC-5号穴から構築されはじめたのではないでしょうか。

5.小  結

菅沢谷横穴群では合計12穴の横穴が発見されました。この横穴群はかなり高い標高に作られていま
(注 3)

す。供献されている遺物の中には,隣の田和山古墳群と関係の深いものが見られます。また,石棺に

使用 した石材は,遠 く安来市から運ばれてきた可能性もあります。荒島石は,同 じ乃木地区の向荒神

古墳の墓羨の底でも発見されています添

'4と

ぅした石材の関係も注目されます。

さて, この横穴群の各横穴から出上した蓋界の形状から判断しますと,最初に構築されたのはC―

1号穴とC-5号 穴のようです。その時期は,田和山1号墳が造られた同じ時期か,その後,時を経

ず造られたものと思われます。

閉塞の状況を見ると,C群は板で簡単に閉塞したもののようですが,A群 とB群の中には石によっ

て閉塞されたものが多いことも分かりました。

また,B-4号 穴とB-5号 穴は前庭部の切 り合いからB-4号 穴が後に造られたものと判断され

るものもあります。

こうしたことから推定しますと, 6世紀後半からこの地に横穴墓が造られはじめ, 7世紀前半頃に

収束する横穴群であると思われるのです。

(注 3)「田和山古墳群発掘調査概報」松江市教育委員会 (91.3)
(注 4)「向荒神古墳発掘調査発掘調査報告書」松江市教育委員会 (92.3)
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菅沢谷横穴群出土遺物一旨表
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A-2

出 土 地 点 種 法    量 (∝ ) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

出 遺 物 な し (横 穴 墓 と は 疑 :わ し い )

A-3

血 出 土 地 点 種      別 法    重 (cH) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

1 玄 室 高 郷 底 径 121 器 高 137 ２
突
し
別ヽ
か

線
に
透

沈
周
の

の
外
形

条
部
角

１
底
三
す

に
杯
に
施

面

部ヽ
に

外
稜
脚
段

部
の

と

坪
条
文
を

種疑受専履算志畜覆>争
の 須 患 器

2 玄 豊 杯 蓋 口 径 126 器 高 45 か
や
の

や
や
条

緩
は
１

ら
稜
に

か

面ヽ

部
る
内

井
至
部

天
に
縁
す

る
部
口
施

す
縁

をヽ

厚
日
く
根

肥
に
鋭
沈

り
の
ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
上
回
静
面
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

井
井
回

天
天
他

須 恵 器

3 玄 室 訴 壷 口 径 130 器 高 4, や や 肥 厚 気 味 の 天 丼 部 か ら
緩 や か に 日 緑 部 に 至 る 、 稜
は 飽 い

り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
面
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

井
井
回

天
天
他

須 恵 器

玄 室 坪 身 回 径 H8 器 高 46
霞露ほ待捜七ぞ掃蓼r、

日
他ヽ
り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
上
回
講
面
両
デ

外
内
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

5 玄 室 高 坪 日 径 143 器 高 127 し
屈
曲
て
屈
部
は
裾
部
は
様
部
口
脚
の

くヽ

部
し
爾

坪
反
て

い
外
し

浅
て
曲

だ黄少冒》盤雪外面
の一部

面
塗
外
色
部
赤
年
に面ヽ

面
外

器
内
部

師
部
脚

土
坪
ヽ
彩

6 玄 室 脚 付 短 頸 壷 口 径 80 器 高 1,0 口

，

る

ハ

す
ｒ
立
は
直
部
く
脚
短

ヽ

に
ち
部
持
く

用
を
開

い
部
に

丸
縁
字

星 誓 就 孝
び 胴 部 外 面 に 沈 候

ヽ
彩
部
塗
嗣
色赤ヽ

面
に
向
面

器
部
外

師
縁
部

上
回
脚

B-2

Nd 出 土 地 点 種     別 法    」壁(cB) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

1 玄 円 坪 身 口 径 10, 器 高 45 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び 、 日
縁 部 は 内 領 して 伸 び る 他ヽ

り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
チ

転
止
回
静
面
両
デ

外
内
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

2 玄 室 刀 子 残 存 長 100刃 幅 13
菫 長 57

茎 部 に 木 賞 が 残 る 切 先 部 欠 損

3 玄 室 鉄 鉄 銑 身 長 40鏃 身 幅 2 鏃 身 部 は 三 角 形 状 を 里 す る 頸 部 以 下 欠 授

玄 室 鉄 鏃 鏃 身 長 45鏃 身 幅 2 鉄 身 部 は 三 角 形 状 を 皇 す る 頸 都 以 下 欠 損

B-3

出 土 地 点 種    男u 法    量 (c4) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

1 玄 室 杯 譲 日 経 128 器 高
一
稜 は や や ttく 、 日 縁 部 内 面
に 1条 の 洗 線 を 施 す

内 外 面 回 転 ナ デ 須 恵 器

2 玄 室 rTN蓋 口 径 124 器 高 ――
尾 撃
部 外 面 に 2条 の 沈 線 を 内 外 面 回 転 ナ デ 須 恵 器

, 玄 室 郷 蓋 口 径 120 器 高 ―― 呂需冦4異揚∴森?絶季
ヽ 内 外 面 回 転 ナ デ 須 恵 器
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Nd 出 土 地 点 種     】J 法    量 (佃 ) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

4 前 庭 rIN蓋 口 径 ― ― 器 高 ― 天 丼 部 は 肥 厚 し 、 機 は や や
鈍 い

り

　

の

文

　

そ

ケ

す

ヽ

ラ

残

デ

ヘ
を

ナ

転

痕

上

回

り

静

面

切

面

デ

外

ラ

向

ナ

部

へ
部

転

井

部

井

回

天

一
天

他

須 恵 Z岳

5 前 庭 邪 身 H径 ――  器 高 ―― 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び る 内 外 雨 回 転 ナ デ 須 恵 器

前 庭 IT・ 身 口 径 〕12 器 高 日経部は 17NI観 して伸びる 内 外 面 FI転 ナ デ 須 慮 器

出 土 地 点 種      別 法    」■ (cE) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

前 庭 部 イ 藍 日 経 119 器 高 43
祭だ幕う毒古憩筆た豊憲気

一ゲ
の
チ
そ
後

ヽ

リ
デ
切
ナ
ラ
上
へ
静
面
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

炸
井
日

天
天
他

須 恵 器

2 前 庭 部 イ 輩 日 径 HO 器 高 43 ら
に
か
部
部
縁
井
口
天
て
の
び
蛛
伸
気
に
席
昧
肥
気
や
育
る

や
内
至

デ
の
チ
そ
後

ヽ

リ
デ
切
ナ
ラ
止
へ
静
画
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

井
井
国

天
天
他

須 恵 器

玄 室 F4〔 益 日 径 HO 器 高 40
書符燥録κ暴昨て議奪票茫
つながる

一す
の

ナ
そ
後

ヽ

リ
デ
切
ナ
ラ
止
へ
静
両
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

井
井

同

天
天
他

須 恵 器

前 庭 部 1下 ゴ子 H径 88 器 高 37 口
る
る
びヽ
す

び
伸
犀

伸
く
肥

に
短
や

方
て
や

上
し

で

あ
領
坦

斜
内
平

は
は
は

部
部
部

受
縁
底 医霜学雪紳ヱ7娑争恋万池

須 恵 器

前 庭 部 高 F4・ 日 径 136 器 高 93 上

。
にヽ

ち
る
き
向

立
び
阿
方

に
伸
に
２

か
に
状
を

や
昧
字
し

る
気
Ｊ
か

ゆ
立
ハ
透

は
直
―
の

部

はヽ
形
る

様
り
部
角
け

口
が
脚
三
開

り
止
ズ
静
ケ
面
デ

ラ
内
ナ

ヘ
部
転

転
イ
回

阿

他ヽ

近
デ
の

付
ナ
そ

部
転

ヽ

底
ロ
デ

不
後
ナ

須 忠 器

6 玄 室 高 台 付 野 日 径 176 器 高 63 雪F露倍惑キ只〒學腔備留 転
内
ナ

田
部
転

は
底
同

用

他ヽ

外
デ
の

部
ナ
そ

底
後

ヽ

リヽ
デ

面
ズ
チ

内
ケ
止

台
ラ
静

高
へ
面
デ

須 恵 器

7 前 庭 部 坪 身 口 径 92 器 高 ,0 び伸
る
に
す
方
領
上
内
め
く
坦

斜
筵
平

は
は
は

部
部
部

受
繰
底

りヽ
他

デ
ズ
の

チ
ケ
そ

後
ラ

ヽ

り
谷
ア

切
転
ナ

ラ
回
止

へ
に
静

面
周
面
デ

外
外
向
サ

部
部
部
転

底
底
底
団

須 恵 器

8 前 庭 部 坪 場・ 口 径 102 器 高 35

轟露lξ盛蕉歳荏括毒手≧
口

他ヽ
デ
の
ナ
そ
後

ヽ

リ
デ
切
ナ
ラ
止
へ
静
面
面
デ

外
向
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

前 庭 部 不 身 日 径 119 器 高 ,6 ロ

　ヽ
る

ぴ
　
す

伸
る
好

に
す
肥

方
観
に

上
向
的

め
く
休

斜
筵
全

は
は
は

部
部
厚

受
縁
器

他ヽ
デ
の
ナ
そ
後

ヽ

リ
デ
切
ナ
ラ
止
へ
静
画
面
デ

外
向
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

玄 室 イ 身 口 径 98 器 高 98
騒軍|ま難で古召季雲

びヽ 日
りヽ
他

デ
ズ
の

ナ
ケ
そ

後
ラ

ヽ

り
各
ヂ

切
部
ナ

ラ
一
止

へ
に
静

面
周
面
デ

外
外
内
ナ

部
部
部
転

底
底
底
阿

須 恵 器

11 玄 室 JIT・ 身 口 径 99 器 高 40
憲韓|ま懲輩占姦季曽

び・日
他ヽ
デ

の

ナ
そ
後

ヽ

リ
デ
切
ナ
ラ
止
へ
静
画
面
デ

外
内
チ

部
部
転

底
底
同

須 恵 器

玄 室 鎌 先 金 見 全 長 284 幅 208 U字 形 鉄 先

B-5

出 土 地 貞 種     別 法    」監(cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

1 玄 室 蓋 (輪 状 ) 日 径 162 器 高 35 状
筵
輪
は
に
り
面
え
外
か
部

ヽ

井
け
天
付
る

る
を
す

す
み
傾

厚
ま
内

肥
つ
く

リ
ナ
ズ
止
ケ
静
ラ
面
デ

ヘ
内
ナ

転
部
転

回
井
回

面
天
他

外

あ

部
デ
そ

井
ナ

ヽ

天
後
デ

須 恵 器
Nは 19杯 身 と セ ッ ト

2 玄 室 高 台 付 r4N 口 径 179 器 高 55 上

。開

ち
る
に

立
び
状

に
伸
字

か
に
１

や
昧
ハ

る
気
Ｆ

ゆ
弯
く

は
内
短

部
て
は

縁
つ
台

日
が
高
く

喜幕1写夢市であ絶昏穀宇得盈蘇重とセット

3 玄 室 壺 口 径 1う 4 器 高 247 を
す
部
反
嗣
外
い
く
丸
筵はヽ

ず
部
ら
縁
張
ロ
は

ヽ

部
ち
肩
持
る

部
日
胴

ヽ
痕ヽ
キ
具
デ

タ
て
ナ

タ
あ
転

行
状
回

平
円
面

面
心
外

外
同
内

部
面
部

嗣
内
様

須 患 器

4 玄 室 坪 釜 口 径 112 器 高 44 ら
三
か
に
部
部
井
縁
天
日
の
て
昧
び
気
伸
厚
て
肥
し
く
弯
丸
内
る

デ
の
ナ
そ
後

ヽ

リ
デ
切
ナ
ラ
止
へ
静
面
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

井
井
回

天
天
他

須 恵 器

5 玄 室 邦 身 回 径 96 器 高 J5 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び 、 日
縁 部 は 短 く 内 観 す る 他ヽ

デ

の

ナ
そ
後

ヽ

リ
デ

切

ナ
ラ
止
へ
静
面
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

6 玄 室 rf・ 身 口 径 84 器 高 30 ロび伸
る
る

に
す
す

方
領
厚

上
内
肥

め
く
や

斜
短
や

は
は
は

部
部
部

受
糠
底

他ヽ
デ
の
ナ
そ
後

ヽ

リ
デ
切
ナ
ラ
止
へ
静
画
面
デ

外
内
ナ

郡
部
転

底
底
回

須 恵 器

7 玄 室 T4・ 身 口 径 96 器 高 39

屋欝lg驀窪卓害写害
び`回

他ヽ
一ヂ
の

ナ
そ
後

ヽ

リ
デ
切
ナ
ラ
止
へ
講
面
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

8 玄 室 rT・ 身 口 径 101 器 高 42 日び伸
る
に
す
方
傾
る

上
内
す

め
く
厚

斜
短
肥

は
は
は

部
部
部

受
禄
底

他ヽ
デ
の
ナ
そ
後

ヽ

リ
デ
切
ナ
ラ
止
へ
静
画
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

9 玄 重 rTN身 口 径 100 器 高 40 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び 、 日
繰 部 は 短 く 内 領 す る りヽ

他

デ
ズ
の

ナ
ケ
そ

後
ラ

ヽ

り
岱
ブ

切
転
チ

ラ
ロ
止

へ
に
静

面
用
面
デ

外
外
向
ナ

部
部
部
転

底
底
底
回

須 恵 器

玄 室 直 刀
寿岳
7:|: 
男毒
7il`
簿貴省露墓言

つがヽ 透かし
T争聖焼|ま交雲寧密

11 玄 室 鉄 角 釘 全 長 76 断 面 方 形 で 頭 部 を 折 り曲 げ
る 、 釘 身 部 に 木 賓 が 残 る

玄 堂 鉄 角 釘 全 長 55
暫
面 方 形 で 頭 部 を 折 り 曲 げ

巽甍写
=部

を釘先を

13 玄 室 鉄 角 釘 全 長 68
部
縦
頭
は部ヽ

り
先

る
残
釘
る

げ
が

走ヽ

曲
賓
向
が

り
木
方
日

折
に
横
木

を
部
は
の

部
身
近
向

頭
釘
付
方
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h 出 土 地 貞 ね奎     男J 法    量 (cn) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 者

玄 室 鉄 角 釘 残 存 長 99 疑藉季各乗携部憲理学脅姪
木 目 が 走 る

釘 先 部 は 欠 損 す る

玄 室 金 鎮 堺 環 径 25
胴 部 径 08～ 055

全 面 鏡 金 す る

玄 室 金 銭 環 環 径 24
阿 部 径 08-855

全 面 鎮 金 す る

C-1

出 土 地 点 種     別 法    =と (侃 ) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

1 玄 室 訴 蓋 回 径 100 器 高 35
護古翼瘍耗遠を昆学

部外面 天 丼 都 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
天 丼 部 内 面 静 止 ナ デ 、 そ の
地 回 転 ナ デ

須 恵 器

2 玄 室 (■ ) 坪 蓋 口 径 126 器 高 45 向
重
沈

ら
に

の

か
部
条

部
縁

ユ
い

井

口
に
気

天

て
面
は

る
び
内
稜

す
伸
部

ヽ

厚
に
線
し

肥
味

日
施

や
気

をヽ

や
な
る
線

り
の
ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
画
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

井
井
回

天
天
他

須 恵 器

, 玄 室 (L) rT・ 身 口 径 106 器 高 98 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び 、 日
縁 部 は 内 領 して 伸 び る 他ヽ

り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
面
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

底
底
国

須 恵 器

4 玄 室 (L) 坪 身 口 径 107 器 高 B0 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び 、 日
糠 部 は 内 領 して 伸 び る 他ヽ

り
の
ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
画
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

う 玄 室 (L) 坪 藍 口 径 1,0 器 高 45 か
く
を

や
鈍
線

緩
は
沈

ら
稜
の

か

条ヽ

部
る
１

井
室
に

天
に
百

る
部
内

す
繰
部

厚
回
線
す

肥
に
口
施

り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
面
面
デ

外
向
ナ

部
部
転

井
井
回

天
天
他

須 恵 器

6 玄 室 (L) イ 奎 口 径 12? 器 高 ヨ 8 天 丼 部 は や や 低 く 、 稜 は 鈍
い 、 日 縁 部 は 稜 付 近 で 屈 曲
して 下 垂 す る

り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
画
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

井
井

回

天
天
他

須 恵 器

7 玄 室 (L) rT・ 身 日 径 nO 器 高 ,7 日
び伸ヽ

び
に
伸
昧
に
気
方
立
上
直
め
や
斜
や
は
は
部
部
受
線
る

後

ヽ

リ
デ
ズ
ナ
ヶ
止
ラ
静
へ
面
デ

転
内
ナ

回
部
転

面
底
回

外

他ヽ

部
デ
の

底
ナ
そ

須 恵 器

8 玄 室 (L) FT・ 身 口 径 114 器 高 41 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び 、 日
縁 部 は や や 高 く 内 額 し て 伸
び る

後

ヽ

リ
デ
ズ
ナ
ケ
止
ラ
静
へ
面
デ

転
内
ナ

回
部
転

面
底
回

外

他ヽ

部
デ

の

底
ナ
そ

須 恵 器

9 玄 室 (L) JIT・ 蓋 回 径 129 器 高 4う か
外
を

や
部
線

緩
様
沈

ら
回
の

か

条ヽ

部
る
１

井
三
に

天
に
面

る
部
内

す
縁
ぴ

厚
日
及
す

肥
に
面
施

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
い
面
粗
向
デ

に
部
ナ

面
井
転

外
天
回

部

他ヽ

井
り
の

天
ズ
そ

須 恵 器

玄 室 (R) イ 蓋 日 径 131 器 高 47 天 丼 部 か ら 内 弯 気 味 に 伸 び
て 日 縁 部 に 互 る 、 稜 は 数 い

り

の

ズ

そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ

転
止
回
静
画
面
デ

外
内

ナ

部
部
転

井
井
回

天
天
他

須 恵 器

lt 玄 室 (R) J・T・ 身 日 径 110 器 高 46 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び 、 日
様 部 は 内 領 して 伸 び る 他ヽ

り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
面
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

玄 望 (■ ) rT・ 身 日 径 H4 器 高 44 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び 、 日
縁 部 は 内 傾 して 伸 び る 他ヽ

り

の

ズ

そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ

転
止
回
静
面
面
デ

外

内
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

13 玄 室 (し ) 靖 日 径 101 器 高 132 肩 部 は 張 り 、 日 様 部 は や や
短 く 直 立 気 昧 に 伸 び る

ズ
ロ
ケ
キ
ラ
カ
ヘ
部
転
様
デ

回
ロ
サ

を

一
転

半
半
回

下
上
ほ

部
部
面

嗣
胴
内

須 恵 器

玄 皇 提 瀬 口 径 ――  器 高 192 円 形 で 厚 み の あ る 胴 部 に 退
化 した 把 手 を 2個 付 け る

び
回
及
は
り
面
ズ
外
ケ
向
ラ
部
へ
緯
転
日
回

ヽ

は
ロ
デ

部
キ
ナ

洞
力
転

須 薫 器

15 玄 室 くR) 提 瓶 口 径 101 器 高 206
肥ゼえ括拿?劣急輝辞皆

退 び
回
及
は
り
面
ズ
外
ケ
向
ラ
部
へ
縁
転

ロ
回

ヽ

は
ロ
デ

部
キ
チ

嗣
力
転

須 恵 器

玄 室 (11) 積 瓶 回 径 77 器 高 147 緑
２
口
を
く
手
開
把
く
に
短
部
に
肩
部

ヽ

用
け
る

の
付
け

形
を
付

樽
部
個

口 緑 部 内 外 面 は 回 転 ナ デ 、
嗣 部 の 1/4を 回 転 ヘ ラ グ ズ リ
そ の 他 回 転 ナ デ で 仕 上 げ る

須 恵 器

17 羨 円 坪 身 口 径 108 器 高 39 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び 、 日
縁 部 は 内 領 して 伸 び る 他ヽ

デ
の
ナ
そ
後

ヽ

リ
デ
切
サ
ラ
上
へ
静
面
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

羨 門 イ 身 回 径 11, 器 高 3,5 受 部 は 横 方 向 に 伸 び 、 日 禄
部 は 内 優 して 伸 び る

底 部 外 面 は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
を 施 す

須 恵 器

19 羨 阿 有 霊 高 坪 日 径 114 器 高 99 は
字
透

部
Ｊ
段

緑
ハ
２

口
ｒ
の
はヽ
形
す

く
部
角
施

浅
脚
三
に

や

。
方ヽ

や
る
き
３

は
す
隔
を

都
傾
に
し

坪
内
状
か

杯 底 部 内 面 静 止 ナ デ 、 そ の
回 転 ナ デ

須 恵 器

玄 室 (■ ) 提 瓶 口 径 ――  器 高 ―― 肩 部 に 把 手 を 2個 付 け る 用 部 は 平 行 タ タキ 後 カ キ ロ
ロ 繰 部 内 外 面 は 回転 ナ デ

須 恵 器
焼 成 時 の 変 形 が 著 し

前 庭 部 高 イ 口 径 1う 2 器 高 110 郷 部 外 面 に 1条 の 鈍 い 稜 を
施 し 、 脚 部 に は 三 角 形 の 透
か し を 2方 向 に 施 す

底

ヽ

イ
リズヽ

デ
ケ
ナ
ラ

止

岱

デ

静
転
ナ

面
回
転

内
に
同

部
周
他

底
外

の

輝
部
そ

須 恵 器

前 庭 部 高 坪 口 径 138 器 高 116 線
の
沈
形
の
角
す

条
三
施

２
ほ
に

は
に
向

に
部
方

面
脚
２

外

をヽ

部
し
し

縁
施
か

口
を
透

TT・ 底 部 内 面 積 止 ナ デ 、 そ の
他 回 転 ナ デ

須 恵 器

前 庭 部 高 郵 日 径 140 器 高
一

線
　
を

沈
る
し

の
す
か

条
反
透

２
外
の

い
は
形

浅
部
角
す

に
端
三
施

面

はヽ
に

外
し
に
向

部
施
部
方

輝
を
脚
２

ナF底 部 内 面 静 止 ナ デ 、 そ の
回 転 ナ デ

須 恵 器

前 庭 部 高 ■T・ 口 径 14, 器 高 110

施ヽ

す
き
に

施
開
向

を
に
方

機
状

２

い
字
を

鈍

Ｊ
し

に

ハ
か

面
‘
透

外
は

の

部
部
形

イ
脚
台
す

FT・ 部 内 面 鳳 化 に よ り不 明 、
そ の 他 回 転 ナ デ

須 恵 器

前 庭 部 増 口 径 99 器 高 128 肩部は張らず口緑部はやや
短く直線的に開く

底 部 付 近 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ
リ 、 そ の 他 回 転 ナ デ

須 恵 器
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出 土 地 京 種     別 法    量 (億 ) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 縮 考

前 庭 部 高 J・T・ 口 径 140 器 高 115 を
方
稜
２
い
に
気
部
の
脚
条
は
１
し
に
か
雨
透
す

外

施ヽ

部
し
に

野
施
向

杯 底 部 内 面 静 止 ナデ 、 そ の
他 回 転 チ デ

須 恵 器

玄 室 直 刀 全 長 770 刃 長 610
刃 幅 32 刃 厚 97

し
す
る

か
損
残

透
欠
に

の
は
所

形
尻
箇

方
茎

１

は

はヽ

に
す
穴

鍔
施
釘

の
個
日

製

６
が

鉄
を
る

刀 身 部 に 木 賓 が 残 る

玄 室 (し ) 鉄 鎌 全 長 166鉄 身 長 24
鏃 身 幅 10

顕 部 は 長 く 、簸 身 は 集 関 で
逆 刺 は 付 か な い

玄 室 (L) 鉄 鉄 全 長 197鏃 身 長 38
銑 身 幅 07

で
樹
関
に
無
部
は
茎
身

ヽ

鎗

いなヽ
く
か
長
付
く

は
は
巻

部
剰
を

顕
逆
皮

玄 室 (し ) 鉄 鉄 全 長 16,鉄 身 長 19
鉄 身 幅 09 経封|ま再ふ法笛

身は無関で

玄 望 (し ) 鉄 鏃 全 長 15,銭 身 長
―鏃 身 幅 08

で
樹
関
に
集
部
は
基
身

ヽ

鉄

いなヽ
く
か
長
付
く

は
は
巻

部
別
を

要
逆
皮

玄 室 (L) 鉄 鯨 全 長 167鯨 身 長 13
鉄 身 幅 10

状
か
存

顔
付
残

土
ほ
賞

は
則
木

身
逆
千

鯨
で
若
関ヽ
に

く
祭
部

長

茎ヽ

は
し

ヽ

都
皇
い

頸
を
な

玄 室 (と ) 鉄 鯨 全 長 199錬 身 長 17
鏃 身 幅 08 翌封|ま毒ふ法笛

身は条関で

玄 室 (■ ) 鉄 鉄 全 長 16〕 鏃 身 長 2,
鏃 身 幅 14

形
茎
を

角

皮ヽ

三
関
樹

は
角

ヽ

身
直
り

鏃
は
残
部ヽ
が

く
関
質

長

木ヽ

は
し
は

部
皇
に
く

顕
を
部
巻

玄室 (R, 鉄 鎌 全 長 H5鉄 身 長 20
鉄 身 幅 15 響望せξ高蔀警き錯吾

角形

36 玄 室 (L) 鉄 鉄
豪葺髯ヵ11 身長

45 状
質
葉
木
柳
に
は
部
身
菫
鯨

ヽ
関ヽ
く
角
短
直
は
は
る

部
部
残

顕
同
が

37 玄 室 (R) 鉄 鉄
募辱監B々  身長41 寮喜壁録彙藩禁憂督吾争望

玄 室 鉄 鏃
森身播1:□  身長17 翌剰iま再ふ券禎身は集関で

玄 室 (L) 鉄 鏃 全 長 110鉄 身 長 91
録 身 幅 13

顕 部 は 長 く 、 鏃 身 は 無 関 て
逆 剰 は 付 か な い

≧ 部 を 欠 損 す る

玄 室 (1) 鉄 鏃
余畳桜:辞身長

58
賞ヽ
る
木
す
は
星
に
く

を
部
巻

状
≧
を

頭

皮ヽ

方
関
樹

は
祭

ヽ

部
は
り

身
部
残

鉄
同
が

玄 室 (と ) 刀 子 全 長 10,刀 長 56
刃 幅 10 刃 厚 03 留鍵ご季容

損し、茎部を鹿

玄 室 (L) 弓 金 具 全 長 ,9 両 端 は 丸 く 、 断 面 方 形 、 木
質 が 残 る

玄 室 弓 金 具 全 長 ,3
再 茅 嬢 を

く 、 断 面 方 形 、 木

玄 望 (L) 弓 金 具 全 長 35 両 端 は 丸 く 、 断 面 方 形 、 木
質 が 残 る

C-2

出 土 地 点 種      別 法    量 (cL) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

1 玄 室 増 口 径
'9 
器 高 1,4 張 り気 昧 の 肩 部 に や や 内 弯

気 味 に 開 く 日 繰 部 を 持 つ
底 部 付 近 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ
リ 、 そ の 他 回 転 ナ デ

須 恵 器

2 玄 室 坪 釜 口 径 128 器 高 42 宗寇苫親傘歪窒薮?ゝ寝悪轟
り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
画
面
デ

外
内

ナ

部
部
転

井
井

回

天
天
他

須 慮 器

3 玄 室 rT・ 身 口 径 108 器 高 42 受 部 は や や 斜 め 上 方 に 伸 び
口 様 部 は 内 領 して 伸 び る 他ヽ

り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
画
面
デ

外
向
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

4 前 庭 部 ? 第 身 口 径 99 器 高 41
馬覆せ宅幕緩逓

日ヽ繰部は
他ヽ
り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
面
面
デ

外
内

ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

5 鉄 鏃 全 長 ,7 鉄 身 長 63
鏃 身 幅 45

顕 部 は 筵 く 、 鏡 身 は 三 角 形
状 を 塁 し 、 速 別 は 長 く 先 端
は 平 坦

茎 尻 部 は 欠 損 す る

6 玄 室 耳 票 環 径 33胴 都 径 07 全 体 に 様 青 で 覆 わ れ て い る
鍍 金 の 市 集 は 不 明

C-3

出 土 地 点 種     】lI 法    I(cH) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考縮

I 玄 室 rT・ 蓋 回 径 130 署 高 42 日 縁 部 外 面 に 1条 の 洗 線 、
内 面 に 1条 の 沈 線 を 施 す

り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
面
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

井
井

回

天
天
他

須 恵 器

2 玄 室 イ 蓋 口 径 126 器 高 40 部井
る
天
至
の
に
味
部
気
繰
厚
日
肥
に
い

で
か
鈍

坦
や
ほ

平
緩
稜

り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
画
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

井
井
回

天
天
他

須 恵 器

玄 室 rT・ 壷 日 径 i32 器 高 49 や
気
洗

紙
は
の

ら
稜
条

か

１ヽ

部
る
に

井
至
函

天
に
向

の
部
部

昧
緯
縁
す

気
ロ
ロ
施

厚
に

をヽ

肥
か
く
線

り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
画
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

井
井
回

天
天
他

須 恵 器

4 玄 皇 イ 身 回 径 HO 器 高 49 ぴ仲
る
に
び
方
伸
上
て
め
じ
る

斜
領
す

や
内
厚

や
は
肥

は
部
は

部
縁
部

受
回
底

他ヽ
り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ

転
止
回
静
面
面
デ

外
内
ナ

部
部
転

底
底
回

須 恵 器

5 玄 望 rT・ 身 日 径 105 器 高 41 賃 部 は や や 斜 め 上 方 に 伸 び
口 縁 部 は 内 領 して 伸 び る 他ヽ

り

の

ズ
そ
ケ

ヽ

ラ
デ
ヘ
ナ
転
止
回
静
両
面
デ

外
向

ナ

部
部
転

底
底
回

須 慮 器

6 玄 室 坪 身 口 径 105 器 高 39 受 部 は 短 く斜 め 上 方 に 伸 び
日 様 部 は 内 領 して 伸 び る

底 部 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、
底 部 内 面 警 止 ナ デ 、 そ の 他
回 転 ナ デ

須 恵 器
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Ne 出 土 地 資 種      別 法    量 (") 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

7 玄 皇 IT・ 身 回 径 102 器 高 39
雷霞鎌感再書tt存振曽

び 底 部 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、
底 部 内 面 静 止 ナ デ 、 そ の 他
回 転 ナ デ

須 慮 器

8 玄 室 杯 身 日 径 100 器 高 41 質 部 は や や 斜 め 上 方 に 伸 び
口 緯 部 は 内 領 して 伸 び る

底 部 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、
底 部 内 面 静 上 ナ デ 、 そ の 他
回 転 ナ デ

須 恵 器

9 玄 室 刀 子 (?) 残 存 畏 53 刃 幅 1
刃 厚 04

1 茎 部 と 切 先 部 を 欠 損 す る 、

義馨写奮
宮、刃部に輔片が

C-4

出 土 地 点 牟2     】u 法    五 (ca) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

玄 室 平 瓶 日 径 ――  器 高 152 文

線

浮

い
直

形
丸
ず

円
は
か

に
部
開

部
底
り

肩
け
ま

な
付
あ
る

か
貼
は
び

ら
梱
部
伸

だ
２
線
に

な
を

目
的

転ヽ
面

目
回
外

キ
は
内

力
部
蔀

は
底
縁

部
ヽ
日

半
半

ヽ

上
下
リ
デ

面
面
ズ
ナ

外
外
ケ
転

部
部
ラ
回

嗣
胴
へ
は

須 恵 器

C-5

出 土 地 点 種     別 法    五 (cB) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

1 玄 室 坪 蓋 口 径 126 器 高 40 や や 肥 厚 気 昧 の 天 丼 部 か ら
緩 や か に 日 緯 部 に 至 る
口 様 部 内 面 に ■条 の 洗 線 を
推 す          ィ

天 丼 部 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
天 丼 部 内 面 講 止 ナ デ 、 そ の
他 回 転 ナ デ

須 恵 器

2 玄 塁 r4・ 霊 口 径 136 器 商 40 や
鈍
沈

緩
は

の

ら
稜
条

か

１ヽ

部
る
に

井
至
面

天
に
内

な
部
部

坦
縁
標
す

平

ロ
ロ
施

や
に

をヽ

や
か
く
線

天 丼 部 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

奄替穀宇要
静止ナデ、その

須 恵 器

, 玄 室 rT・ 身 口 怪 104 器 高 3S 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び 、 日
様 部 は 内 領 して 伸 び る

底 部 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、
底 部 内 面 静 止 チ デ 、 そ の 他
回 転 ナ デ

須 恵 器

玄 室 坪 身 口 径 198 器 高 43 受 部 は 筵 く 回線 部 は 向 領 し
て 伸 び る

底 部 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、
底 部 内 面 静 止 ナ デ 、 そ の 他
回 転 ナ デ

須 恵 器

う 玄 室 無 奎 高 坪 口 笹 134 器 高 ―― て
味
透

し
気
の

歯
反
形

屈
外
角
す

ら
や
三
施

か
や
に
に

部

部ヽ
向

底
９
脚
方

は
が

２ヽ

部
上
く
を

線
ち
開
し

日
立
に
か

坪 底 部 内 面 韓 上 ナ デ 、 そ の
他 回 転 ナ デ

須 恵 器

6 玄 望 坪 奎 口 径 126 器 高 ,8 や
鈍
沈

緩
は
の

ら
稜
条

か

１ヽ

部
る
に

井
至
面

天
に
内

な
部
部

坦
縁
様
す

平
ロ
ロ
施

や
に

をヽ

や
か
く
線

天 丼 部 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
天 丼 部 内 面 静 止 ナ デ 、 そ の
他 回 転 ナ デ

須 恵 器

玄 室 坪 蓋 回 径 122 器 古 40
轟冬祭悟吾矮拿覆窒誓

から
稜 は 鈍 い

天 丼 蔀 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
天 丼 部 内 面 静 止 ナ デ 、 そ の
他 回 転 ナ デ

須 恵 器

8 玄 室 杯 身 口 径 196 器 高 40 受 部 は 斜 め 上 方 に 伸 び 、 日
様 部 は 内 領 して 伸 び る

底 郡 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、
底 部 内 面 静 止 ナ デ 、 そ の 他
回 転 ナ デ

須 恵 器

, 玄 室 rT・ 身 回 径 112 器 商 42 受 部 は や や 短 く 斜 め 上 方 に
伸 び 、 日 繰 部 は 内 領 して 伸
び る

屋雲待需写王今号ケぞ泳他
回 転 ナ デ

須 恵 器

玄 室 rf・ 身 口 径 108 器 高 40 受 部 は や や 短 く 斜 め 上 方 に
伸 び 、 日 禄 部 は 内 領 して 伸
び る

底 部 外 面 ヘ ラ 切 り後 ナ デ 、
底 部 内 面 蓄 上 ナ デ 、 そ の 他
回 転 ナ デ

須 薫 器

11 玄 室 (C) 杯 蓋 日 経 122 器 高 40
毒苦霞筆2豊 g子妹鴇催笹
起 状 の 稜 を 付 け る

天 丼 部 外 面 は 租 い 回 転 ヘ ラ

多rを ぁ冠苦職字零静上ナ
須 恵 器

玄 室 好 董 回 径 121 器 高 ,9 び
く
を

伸
鈍
線

に
は
沈

昧
機
の

気

状ヽ

育
る
１

内
至
に

ら
に
面

か
部
内

部
繰
部

井
回
線
す

天
て
日
施

天 丼 部 タト面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
天 丼 部 内 面 静 上 ナ デ 、 そ の
他 回 転 ナ デ

須 恵 器

玄 室 (C) 第 身 回 径 HO 器 高 〕 ?
醤理筆緩占書セ七存歩塚

び 底 部 外 面 ヘ ラ 切 り後 ナ デ 、
底 部 内 面 静 止 ナ デ 、 そ の 他
回 転 ナ デ

須 恵 器

玄 室 坪 身 口 径 H8 器 高 45 受 部 は 筵 く 斜 め 上 方 に 伸 ぴ
口 縁 部 は 内 傾 して 伸 び る

底 部 外 面 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ後
ナ デ 、底 部 内 面 静 止 ナ デ 、
そ の 他 回 転 ナ デ

須 恵 器

玄 室 提 瓶 口 径 100 器 商 230 円 形 で 厚 み の あ る 嗣 部 を 持

盈 持 写
部 に 円 形 浮 文 を 2個

用 部 は カ キ ロ 、 日 縁 部 内 外
面 は 回 転 ナ デ

須 恵 器

16 玄 室 慮 口 径 n3 器 高 152 開
面
波

く
外
に

き
部
面

大
胴
外

に

ｏ部

部
つ
繰

嗣
持
日

の
を

すヽ

形
部
文
施

小
親
突
を

や
日
刺
文

や
く
に
状

用 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、
そ の 他 施 文 帯 以 外 回 転 ナ デ

須 恵 器

17 玄 室 台 郷 慮 日 径 12, 器 高 88 部
脚
状
を

縁
く
波
文

口
用
に
突

の
に
部
刺

形
字
様
の

小
コ
ロ
状

に
ハ

。３

部
ｒ
る
に

罰

けヽ
部

の
ち
付
胴

形
持
を

すヽ

小
を
部
文
施

施文帯以外回転ナデ 須 恵 器

玄 室 台 付 長 顕 壼 口 径 68 器 高 171 つ
を
状

の
顕

の

持
部
字
形

ｏ条

を
様

コ
台
す

２

部

ロ

ハ

施ヽ
は

肩
く
ｒ
ち
に
に

の
開
は
持
向
面

味
く
に
を
方
外

気
長
部
台

３
部
す

り
細
底
高
を
胴
施

張
に

。く
し
び
を

や
部

つ
開
か
及
線

や
用
持
に
透
部
沈

底 部 外 周 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
そ の 他 回 転 ナ デ

須 恵 器

玄 室 高 rT 口 径 96 器 高 127

會軍程琴霞揖盤城響馨穐写
rT・ 底 部 内 面 譜 止 ナ デ 、 そ の
他 回 転 ナ デ

須 恵 器

玄 室 高 rT 口 径 95 器 高 12も 持
　
す
す

を
く
施
施

部
開
を
を

脚
て
し
文

い
し
か
突

細
曲
透
剰

に
属
の
に

部
で
段
面

坪
部
２
外

の
裾
に
部

形

部ヽ
底

小
ち
筒
杯

野 底 部 内 面 静 止 ナ デ 、 そ の
他 施 文 帯 以 外 回 転 ナ デ

須 恵 器

玄 室 増 日 径 9ヨ  器 高 132 や や 張 り気 昧 の 肩 部 に直 線
的 に伸 び る 日 緑 都 を 持 つ

嗣 部 は 肩 部 以 下 外 面 に 回 転
ヘ ラ ケ ズ リ 、 そ の 他 回 転 ナ
デ

須 恵 器
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出 土 地 点 種    】J 法    量 (cB) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

玄 室 磁 口 径 1,9 器 高 160 面
波
外
に
部
面
嗣
外
つ
部
持
縁
を

回

部

すヽ

底
文
施

な
笑
を

坦
劇
文

平
に
状

ぞ冴竜滋星等a界哲姦学予 号記ラヘに面
器
外
恵
部
り

須
底
あ

玄 室 提 瓶 日 径 126 器 高 248
睾誓ぢ括鵞得倉

る嗣部に把
碧薔壌事事
日、日様部内外 須 恵 器

玄 室 大 翌 提 瓶 日 径 H5 器 高 281 て
に
し
部
反
肩
外

ヽ

に
ち
る

部
持
け

罰
を
付

い
部
個

厚
線
２

で
口
を

形
く
手

円
開
把

胴 部 は カ キ ロ 、 口 様 部 内 外
面 回 転 ナ デ

須 恵 器

玄 室 刀 子 全 長 91 刀 身 に 髯 が 残 存 す る

石 構 内 銀 環 環 径 225罰 部 径 02 全 面 に 接 銀 さ れ て ぃ る

石 格 内 銀 緊 環 径 22嗣 部 径 92 全 面 に 鍍 銀 さ れ て い る

玄 室 金 鍍 寮 票 径 31
胴 部 径 07x08 付 馨 挙 書

が 剥 確 し 、 緑 青 が

玄 室 金 鍍 環 環 笹 91胴 部 径 08
付募筆憲

が割確 し、緑青が

玄 室 ガ ラス 小 玉 直 径 4 5BH孔 径 lm
厚 さ4 8BH

青 緑 色 を 塁 す る

玄 室 水 品 エ 直 径 1005m
厚 さ 6 5nH孔 径 15

条 色 透 明

石 槽 内 刀 子 全 長 127 刃 長 ?,
ガ 幅 1ヨ  刃 厚 04 蕎層栞景祭握な

るが、茎身
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玄 室 羨 適 羨  門

主軸方向 天丼構造 睦 韓

玄 室 遺 物 装同・

前庭部週物 備 考奥行 幅 高さ 長さ 幅 高さ 幅 高さ 須 蔑 器 土 師 器 鉄製品他

248 0.T4 4期 1.10

1.91

利 Hl,2401 勘 石 55,8B ィ剛  2
平瀬 ユ

霜   2
rT2  1

直刀 1
刀子 1

短万  1
平底義 1
大型平瓶 1

高台付碗 1

議  1

機穴とは疑わしし

2.60 2.35

2.60

利 0.67

0 95

0.98 0,92 H77■01 勒 石 57,25B 嬌 2

野身 2
前 1

高イ 1
脚付短頸壺

B,1 2.32 252 132 4hIIB 0,76 0.98

1,Oll

制 利 N129901 勘 制 60,OB イ身 1 鉄鏃 2 人骨?

B‐2 212 1.26 880 870 利 872 ツ凹 H9730■ 丸天丼形 板 61.39コ 平底イ 2

B 3 061 866 利 利 62 64B 新 続 ?

卜 4 l.92 192

2.15

064 0 80 ∬ 23・ 00▼ 勘 石 63.34B 野蓋 3
恥歓 3

高台fflF

重  1

鍬先金具 婚
増
謗

B「5 235 220

265

1 40 1 20 0.65 083 H 68'00g 勘 石 63.98B 荘  4
坪身 4
台付碗 1

(軸
壷  1

馘
鐵
覇

← 1 2.55 2.35 098 0 ,3 D90 ∬12590▼ 丸天丼形 板
'

6140B 撤 1

大翌提瀬 1

■ タ
イ身 6

嬌 6

提瀬 2

直刀 1

婚 11

イ身 2
婿E2
AIF  7

■ 1

人骨34

C-2 2.35 288 利 D90 885

1 65

4羽 150 ∬143・00▼ 丸天丼形 板? 63 30日 rT2 2

獅藍 1

4 1

耳環 1 謝
増 1

C-3 245 2.?0 判 100 利 100 8811

0 98

N150901 勅 板? 62 95■ 恥執 5

野蓋 4

刀子  1 人骨

C4 1,90 210 112 0.75 N18,・ 00雪 丸天丼形 1買? 62.35B 摂覇看ヨ1 人骨2体

C■ 5 2.45 ,,10 898 1.00 1,2? ∬99氾01 勘 板? 62.82● 大選躾調罵ユ

靖 3

野身 8

野蓋 9

蔵 1
高イ 4

台付長顕壺

刀子 3
覇   4

ガラス小玉

水品玉 1

針 A●4体

菅沢谷横穴群一覧表
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図版 1

菅沢谷横穴群全景 (北から) 菅沢谷横穴群全景 (南から)

A-1号横穴 (右)と A-2号横穴

A-1号横穴玄室

A-1号横穴の閉塞状況

A-1号横穴羨門付近 A-3号横穴前庭部



図版 2

A-3号横穴羨門付近 A-3号横穴玄室

B-1号横穴 (左)と B-2号横穴

B-2号横穴玄室

B…1号横穴全景

B-4号横穴 (右)と B-5号横穴 B-3号横穴内部



図 版 3

B-4号横穴の閉塞状況 B-4号横穴玄室

巖:巧〒
IIΥI

B-5号横穴玄室

C群横穴墓の全景 (右からC-1)

C-1号横穴の人骨の取り上げ C-1号横穴前庭部



図版 4

C-1号横穴玄室 (検出時)

C-1号横穴の人骨 (頭骨部分)

C-2号横穴前庭部

C-1号横穴前庭の高土不群

C-2号横穴 (右)と C-3号横穴 C-2号横穴から続 く遺構 (C-2号玄室内から)



一角
年

鰊 赦|

図 版 5

C-2号横穴から続く遺構 (C-3号横穴から)C-2号横穴玄室

蕪F

C-3号横穴玄室 (西から)

C-3号横穴検出状況

C-3号横穴玄室 (東から)
長ずF電整酵毎■fすri

C-4号横穴検出状況 C-3号横穴前庭部



図 版 6

調査中のC-4号横穴羨門付近 C-4号横穴玄室内部の人骨

疹義堪取蟄簑

C-5号横穴前庭部 C-5号横穴羨関

C-5号横穴玄室 (検出時) C-5号横穴玄室床面 (検出時)

C-5号横穴 1号人骨 (頭骨付近) C-5号横穴 1号人骨枕石付近
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C-5号横穴石棺

図 版 7

C-5号横穴石棺 (蓋石除去)

C-5号横穴石棺内部(右側石除去) C-5号横穴石棺床石の状況

C-5号横穴石棺の蓋石 (一部)

C-5号横穴石棺内部の状況

C-5号横穴玄室右側須恵器床



図版 8

C-5号横穴内部から羨門を見る C-5号横穴の人骨の取り上げ

石棺の石材 蓋石についたノミ痕

C-5号横穴玄門側Jヽ口石の内面 C-5号横穴玄門側小口石の外面
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菅沢谷横史群 出土人骨 について

鳥取大学医学部法医学教室

井 上 晃 孝

I.は  じ め に

松江市乃白町の菅沢谷横穴群12穴のうち,人骨が出上したのは3穴 (C-1,C-4,C-5)で

あった。

C-1号穴では3体,C-4号 穴では2体,C-5号 穴では3体 (他に1体消失)で被葬者数は9

体で,性別は♂4体, ♀2体,性別不詳 3体であった。

各横穴毎に出土人骨について1)骨の遺残性 2)遺残骨 3)性別 4)推定年齢 5)推定身長の順に記

述する。

I.C-1号 穴出土人骨

玄室内は大きく中央の濤で左右に分割され,玄室入口側からみて,左側に2体が埋葬されており,

玄室右側に1体が伸展位で埋葬されていた。

玄室入日から左側手前方向に頭位をおき,奥の方に足位を配する伸展位の人骨を1号人骨と仮称す

る。左側奥の方を頭位にして玄室入口側に向う人骨を2号人骨と仮称する。

この2体は下肢骨を交差する形状で埋葬されていた。これらの被葬者の骨の遺残性はやや不良であった。

玄室右側入口手前に,下顎骨の一部と乳臼歯 lヶ が散在しており, これを3号人骨と仮称する。こ

の被葬者の骨の遺残性はきわめて不良である。

1.1 号 人 骨

1)骨の遺残性

1号人骨は骨格順に遺残するが, 2号人骨よりも,骨の遺残性は悪い。

2)遺 残 骨

① 頭 骨

頭蓋骨

下顎骨

歯 牙

大きく破損

頭頂部,左右側頭部,左右上顎部

比較的良好

すべて釘植歯牙

654

② 脊椎骨

胸椎骨

腰椎骨

87654321

胸椎体 lヶ

第 5腰椎骨の一部

12345678
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③

④

⑤

胸郭骨

肋 骨

上肢骨

上腕骨

下肢骨

大腿骨

胚 骨

脇,骨

右 ;3肋骨片

右 :骨片化

左 ;ほぼ完形 全長360mm

右 ;下端部欠

左 ;骨体部

右 ;骨体部

左 ;骨体部

3)性   別

下顎骨と歯牙の諸形状と四肢骨が一般的に細 くきゃしゃであることから,女性と推定する。

4)推 定 年 齢

年齢を推定する部位が少ないが,歯牙の咬耗度は 1° ～ 2° であることから,年齢は壮年前期位

が推定される。

5)推 定 身 長

下肢骨長からピアツン法 で136cllo,藤井法 で142cIIlであるが, ピアソン法は少し低目であるの

で,藤井法の方がより実身長値に近いと思料するので,身長は142clll位と推定する。

2.2 号 人 骨

1)骨の遺残性

頭骨は骨片化,四肢骨を中心に遺残。四肢骨は上,下端を欠き完形の骨はない。骨の遺残性は

やや不良である。

2)遺 残 骨

① 頭 骨

頭蓋骨 :骨片化,多数

歯 牙 :すべて遊離歯牙(歯冠部のみ, 歯冠部一部久あり)

△△Δ△

4567

△△△△Δ△  △△△

△△△△△△△△ △△△

△ :遊離歯牙

45878

Δ△△△△

胸郭骨

肋 骨 :左 ;肋骨片 2

右 ;肋骨片 1

②
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③ 上肢骨

上腕骨

尺 骨

④ 下肢骨

寛 骨

大腿骨

匹 骨

DF骨

右 ;骨体中央部

左 ;骨体中央部

左 ;腸骨部 (寛骨臼寓部と周辺部)

右 ;腸骨部 (寛骨臼寓部と周辺部)

左 ;ほぼ完形 (下端一部欠),410mm

右 ;ほぼ完形 (下端一部欠),405mm

左 ;骨体中央部

左 ;骨体中央部

右 ;骨体中央部

3)性   別

四肢骨の大きさ,腸骨の大坐骨切痕の形状らからして,男性と推定する。

4)推 定 年 齢

遊離歯牙の切歯の咬耗度はプロカーの 2° ,自歯部はブロカーの 1° であることから,年齢は壮

年前期位と推定される。

5)推 定 身 長

大腿骨長からピアツン法で158cln,藤井法で156clnで あるので,身長は156～158cll位 と推定する。

3.3 号 人 骨

1)骨の遺残性

玄室右側入口部に下顎の一部と乳臼歯 lヶ が遺残 していることから,入口側を頭位にして右壁

に沿って奥の方へ伸展位で埋葬されていたと推定する。骨の遺残性はきわめて不良。

2)遺 残 骨

骨  :右 下顎の一部のみ

歯 牙 :右下第 2乳臼歯

3)性 別

乳臼歯からの性別は判定困難であるので,不詳である。

4)推定年齢

第2乳臼歯が遺残することから10才前後が推定される。

5)推 定 身 長

遺残骨がないので,身長は不詳である。

Ⅲ,C-4号 穴出土人骨

横穴内には,人骨が散在 し,白骨後明らかに人為的移動がなされている。

玄室入口から右側入口部に頭骨と下肢骨が集骨状に位置し,玄室中央部から右奥にかけてななめに
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上肢骨と下肢骨のみが散在していた。骨の遺残性は不良で,完形の骨はなく,遺残骨は全般的に脆弱

化していた。

1.1 号 人 骨

1)骨の遺残性

玄室内には,骨が集骨状又は散在しているが遺残性は不良である。

2)遺 残 骨

① 頭 骨

頭蓋骨 :顔面部,左右側頭部,上顎 (臼歯部)と頭蓋底面の一部

歯 牙 :

△Δ

△ :遊離歯牙

×:歯槽開放 (死後欠)

析:破損部位 (上顎前面部)

② 上肢骨

肩甲骨 :右 ,関節寓部のみ

③ 下肢骨

寛 骨 :左右不明,腸骨の一部

大腿骨 :左 ;上,下一部久,440mm

:右 :上,下部欠

歴 骨 :左 ;骨体中央部のみ

右 ;ほぼ完形,345mm

左右不明 ;骨体中央部 (骨片化)

3)性   別

頭蓋骨と下肢骨 (大腿骨と匹骨)の諸形状から,男性と推定する。

4)推 定 年 齢

① 頭蓋冠縫合

冠状縫合 :右 ;迂曲部と側頭部融合

矢状縫合 :孔間部のみ融合

人字縫合 :未融合

② 口蓋 縫 合

切歯縫合 :久

正中口蓋縫合

口蓋骨部 :一部融合

横日蓋縫合 :左右外側部一部融合
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③ 歯牙の咬耗度

臼歯部 :プ ローカーの 1° ～ 2°

以上から年齢は壮年後期位が推定される。

5)推 定 身 長

下肢骨長から, ピアソン法で161～164cln,藤井法で160～164cmであるので,身長は160～165cln

位と推定する。

6)被 葬 者 数

玄室内には,遺残骨をみると,頭骨(1),大腿骨 (左 1,右 1),匹骨 (左 1,右 1,左右不明 1)

であることから,被葬者数は2体である。即ち,左右不明の胚骨骨体中央部 (骨片化)を 2号人

骨と仮称する。

2.2号 人 骨

1)骨の遺残性

左右不明の圧骨骨体中央部 (骨片化)のみで,骨の遺残性はきわめて不良である。

2)遺 残 骨

下肢骨

睡 骨 :左右不明の骨体中央部 (骨片化)

3)性   別

骨片化 しているので,性別不詳。

4)推 定 年 齢

l号人骨 (♂)の肛骨は,かなり硬くしっかりしているが, 2号人骨の匹骨 (左右不明)は,

象J離状で骨片化し,遺残性がきわめて悪いことから,骨の未熟性が考慮さることから,若年者が

推察される。

5)推 定 身 長

本屍骨からは身長は不詳である。

Ⅳ.C-5号 穴出土人骨

玄室入日から左側の石棺内の人骨を1号人骨,それより右側に向って順に, 2号人骨 (遺残骨なし),

3号人骨と4号人骨の4体が埋葬されていた。

骨の遺残性は,一般的に不良であった。

1.1 号 人 骨

1)骨の遺残性

石棺内には,歴骨 (左右)のみが遺残,脆弱化でもろい。骨の遺残性はきわめて不良。

2)遺 残 骨

下肢骨

匹 骨 :左 ;骨体中央部,骨片化
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3)性

右 ;骨体中央部

】ll

遺残骨がきわめて少なく,性的特徴を示す部位がない。睡骨の横径,周径も小さく,細 くきゃ

しゃであることから,女性と推定する。

4)推定年齢

遺残骨が少なく,石棺の大きさと下肢骨の位置から推察すると,年齢は10代前半位が推定され

る。

5)推 定 身 長

遺残の下肢骨の圧骨 (破損)か らは,身長は不詳である。

2.2号 人 骨

1)骨の遺残性

骨は全 く遺残していない。

2)遺 残 骨

なし。

3)性   別

不詳。

4)推 定 年 齢

本横穴の骨の遺残性は一般に不良であるが, 2号人骨の骨の遺残を全く認めない。ということ

は,骨が未熟のため,骨の遺残が悪かったことも推察される。恐らく10才未満の小児か幼児が埋

葬されたと推察する。

5)推 定 身 長

遺残骨が全くないので,身長は不詳である。

3.3号 人 骨

1)骨の遺残性

骨は,中央部に集骨状に遺残するが,遺残骨は少数にとどまり,遺残性は不良である。

2)遺 残 骨

① 頭 骨

歯 牙 :4ヶ

△

7

△ :遊離歯牙

② 上肢骨

上腕骨 :左 ;骨体下部へ下端部

手 骨 :左右不明 ;手根骨7ヶ (破損)

左右不明 ;中節骨片 lヶ

Δ    △  Δ
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③ 下肢骨

寛 骨 :左右不明 ;寛骨臼寓部のみ

匹 骨 :右 ;骨体骨片化
3)性   別

骨の遺残が少なく,断言できないか,上腕骨と睡骨の諸形態からして♂ (?)と推定する。

4)推 定 年 齢

骨の遺残が少なく,年齢推定も困難であるか,四肢骨の大きさは成人域,歯牙の咬耗度はプロ

カーの 1° ～ 2° であることから,壮年後期位が推定される。

5)推 定 身 長

本屍骨からは,身長は不詳である。

4.4号 人 骨

1)骨の遺残性

4号人骨は,玄室入日から右側の壁に沿っつて,頭位を入口側にして奥の方に向って伸展位で

埋葬されていた。骨は上肢骨 lヶ と下肢骨 7ヶ が遺残,遺残性はかなり不良である。

2)遺 残 骨

① 上肢骨
上腕骨

② 下肢骨

大腿骨

匹 骨

足 骨

左 ;骨体中央部～下端部

左 ;ほぼ完形,453m研

アイ;勘色尋尋化, 453mm

左 ;骨体中央部

右 ;骨体中央部

左 ;踵骨,距骨片

右 ;距骨片

3)性   別

下肢骨の大腿骨,睡骨の諸形態からして,男性と推定する。

4)推 定 年 齢

遺残する上,下肢骨からは,年齢推定は困難である。年齢は壮年位が推定される。

5)推 定 身 長

左右の大腿骨長から, ピアツン法で167cln,藤 井法で167clllであるので,身長は167cll位 と推定

する。

V.考   察

C-1号 穴の左側には,男女2体が頭位を反対にして下肢骨を交差する形状で埋葬されており, こ

の男女はきわめて親密な関係が推察され,夫婦関係が思料される。
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このような事例として

1)古墳 (箱式石棺)例

2)

島根県加茂町川子谷Bl号墳 の箱式石棺内の男女

図1.川子谷Bl号墳出土人骨

横  穴  例
4)

島根県三刀屋町東下谷6号穴 の男女 2対例

ハ
・ 亀
~

穏Cワ乳
pl・m約■

Ⅳ6

図2.東下谷 6号横穴遺物出土状況
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人  骨 骨の保存状態 性別 年 齢 推 定 身長推定 血液型 続柄

l号人骨

2号人骨

やや良好

やや悪い

男 性

女 性

壮年 (30代前半位)

壮年 (20代)

倣
　
娩

型

型

Ａ
　
Ａ

９

・
　

？

・

夫

妻



人  骨 骨の保存状態 性別 年 齢 推 定 身長推定 血液型 続柄

1号人骨

2号人骨

3号人骨

4号人骨

5号人骨

良 好

やや悪い

やや良好

悪 い

不 良

男 性

女 性

女 性

男 性

不 明

壮年 (30代)

壮年 (25才前後)

壮年 (20代)

壮年 (30才前後)

幼児 (2～ 5才位)

150Cm

147cm

143Cm

154m

不 明

B型

A型

B型

B型

B型

夫

妻

妻

夫

児

，

―

このような下肢を交差する埋葬形式は,山陰地方ではきわめて珍らしい形式である。

横穴の場合,奥の方が♂,入口側の方が♀であることも,C-1号 穴と東下谷6号穴の事例では共
通点があることは,今後の埋葬形式を検討する上で注目したい。

次に,本横穴の右側に乳臼歯 lヶ が散在,骨の遺残がきわめて悪いが,10才前後の小児が埋葬され

ている。
5)

このことは,横穴墓 は家族墓的性格が強いことから,本横穴の3被葬者の関係は,夫婦と子供の

続柄と思料している。

Ⅵ. ま  と  め

松江市乃白町の菅沢谷横穴群 (12穴)の うち, 3穴から人骨が出土した。

C-1号 穴の出土人骨は3体,玄室左側に成人男女 2体が頭位を反対にして下肢骨を変差する形状
で埋葬されており,夫婦関係が思料される。玄室右側には,10才前後の小児が埋葬されていた。これ

ら被葬者3体の関係は,夫婦と子供の続柄と思料される。

C-4号 穴の出土人骨は2体,壮年後期の男性と性別不詳の若年者 (?)の骨が集骨状又は散在して

いた。

C-5号 穴の出土人骨は4体,玄室左側から右側に順に伸展葬で埋葬されていた。最も右側の石棺

内には, 1号人骨は10代前半位の?, 2号人骨は骨の遺残を認めないが,恐 らく未熟骨のため,骨が

消失 したものと推定,10才未満の小児 (幼児)んミ思料される。 3号人骨は壮年後期位の」 (?)が推

定され, 4号人骨は壮年期の」が埋葬されていた。

出土人骨の詳細は,菅沢谷横穴群出土人骨一覧 (別表)を参考されたい。
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三刀屋町教育委員会
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―-73-―



菅沢谷横穴群出土人骨一覧

横穴陥 被葬者数 入骨酌 性別 推 定 年 齢 推 定 身 長 続 柄

C― |

11:}

2号

3号

♀

♂

不詳

壮年前期

壮年前期

10才前後

142cm

157cm

不詳

妻 (9

夫 (?)

児

0-4 11三}

2号

♂

不詳

壮年後期

若年者 (?)

160-1 65cm

不詳

0-5

IJ三井

21写升

3号

4号

♀

不詳

♂ (?)

♂

10代前半

不詳 (10才未満?)

壮年後―期

壮 年

不詳

不詳

不詳

167cm
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第2卸商業団地予定地内遺跡調査 (高密度電気探査)

1.は  じ め に

松江市乃白町地内第 2卸商業国地予定地において 1穴の横穴墓が確認され,地表踏査の結果,その

付近で他の横穴墓が存在する可能性があるため,その横穴墓の数及び分布状況 (位置)を特定する事

を目的として,平成4年 6月 に高密度電気探査によって,地表から空洞調査を行った。更にその第 1

次調査に引き続き,平成 5年 3月 に第 2次調査として高密度電気探査を行った。その結果,数穴の横

穴墓の存在を推定することができた。

高密度電気探査の原理,探査方法及び解析方法を述べ,調査の結果について以下まとめる。

2.高密度電気探査 (調査方法)

電気探査とは地盤を構成している土,地下水,岩石の電気的抵抗の差果に着目して人工または自然

に発生した電界を地表で測定し,そのデータから地下構造,特に断層・破砕帯及び地下水脈を推定す

る探査方法である。空洞調査の場合空洞部において比抵抗が大きくなりその位置を特定することがで

きると考えられる。

一般的によく利用されるのは人工的に地盤に電気を流し,見掛け比抵抗を測定する比抵抗法である。

地盤の見掛け比抵抗を測定するには2本の電位電極と更に2本の電流電極を使用する。これらの電

極の配置から数種の測定方法が考え出されているが,今回行った手法は地下水調査等では最も代表的

なWerlner法である。その電極配置を図-2-1に 示す。

図2-1 測定結果の表示位置

図-2-1に 示すように地表上の 1点 (中心点)を通る直線上に電流電極Cl,C2,電位電極Pl,P2

を等間隔に配置し,Cl,C2間 に電流 Iを流し,Pl,P2間 で電位差Vを測定する。この時得られる比抵

抗値は電極間隔をalとするとGL一 almの地点の比抵抗値を示す。この電極間隔を広げるにしたがって

深部探査が行われる。この1点を中心とする探査方法を垂直探査と呼び,電流電極Cl,C2間に流れる

電流を I,電位電極Pl,P2間 の電位をVとするとその時の大地の見掛け比抵抗値は次式により求まる。

P=2 πa二子(a:電極間隔)

爛 日 本 海 開 発

浜 崎   晃
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今回行った高密度電気探査とは電極間隔を一定に保ちながら中心点を測線上で移動させる水平探査

と電極間隔を広げていく垂直探査を組み合わせて比抵抗値を測定する探査方法であり,測定点を密に

し,測線沿いの地下を見掛け比抵抗断面図として見れる測定方法である。

使用機器及び測定結果の表示位置を次に示す。

*使用機器 大地比抵抗測定器     Type3244  横河電機

電極切替スイッチボックス Point96  伽 日本海開発

「

=弓
司  |_ 哺 ¬  |

3a  ・   ・   ・

4a  ・

5a  ・   ・   ・   ・

6a  ・

測定結果の表示位置
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3.電気探査結果の解釈

過去に行った遺跡に対する高密度電気探査の経験から地下に空洞が存在する場合のキーポイントと

考えられるのは『Camdback』 及び塊状高比抵抗域である。

* 『cameiback』

下図は岡田山古墳で高密度電気探査を行った時に得られた見掛け比抵抗値の変化である。図に示さ

れるように古墳内石室部を中心にしてその両側で見掛け比抵抗等値線が盛 り上がったような変化をし

ており,その形状がラクダの背に似ている事からこの線形を『Camelback』 と名づけて遺跡 (空洞)

存在のキーポイントとした。

攣。 880
O

*塊状高比抵抗域

地盤の見掛け比抵抗がほぼ一様で余 り変化がない場合,地下に周 りの地盤より見掛け比抵抗が高い

物が存在する時,その部分を中心に下図に示すような塊状の高比抵抗域が現れる。この塊状の高比抵

抗域はその後の発掘調査の結果,地下空洞 (横穴墓)が確認されている。この事よりこの塊状の高比

抵抗域についても,『Candback』 同様に遺跡存在のキーポイントと考える。
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以上のような遺跡存在のキーポイントと現地における地表の状況等を考慮しながら高密度電気探査

の結果を検討する。
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4.測線配置と探査結果

平成 3年度調査時の電極間隔は0.25m間隔で深度5,Omま での探査とした。それに対し,平成4年

度調査時には,平成 3年度調査時の探査結果と発掘調査の結果出てきた横穴墓の規模等を考慮して電

極間隔を0。 5mと し,深度7.5mま での探査とした。

測線については地形及び確認されている横穴墓の位置,方向を考慮して横穴墓を横切る可能性が最

も高い測線配置とした。その測線配置を図-4-1に それぞれ示す。

髪

¨
゛

i生鍵五く、悠
く(

図-4-1 調査地平面図 1:1000

それぞれの測線の探査結果から横穴墓または表面掘削が行われている可能性がある箇所をピックアッ

プし,各プロック毎にまとめると以下のようになる。

*1プロック

1プ ロックで空洞あるいは表面的掘削が行われている可能性を示す見掛け比抵抗の変化が認められ

る測線はE-1,E-2で ある。それぞれの測線の探査結果を示す見掛け比抵抗区分図を巻末の図―

4-3に 示す。このE-1,E-2測 線で見られる『Camelback』 及び塊状高比抵抗域はその測線間

隔,標高等から一つの物であり別々の物ではないと測定する。したがって, 1ブロックについては図

-4-2に 示すように 1箇所の横穴墓の可能性がある。

*2プロック

2プ ロックの山道沿いには横穴墓が既に一穴確認されており, この横穴墓背後斜面について図-4

-1に示す測線配置で高密度電気探査を行った。

2ブ ロックで空洞あるいは表面掘削が行われてヽヽる可能性を示す見掛け比抵抗値の変化が認められ

る測線はE-2-a,E-2-b,E-2-d,E-2-e,E-10で ある。

それぞれの見掛け比抵抗区分図を巻末の図-4-3に 示す。この中で空洞存在の可能性が高い反応
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を示すのはE-2-a,E-2-b測 線であり,その位置を図-4-4見 掛け比抵抗図に示す。更に
この測線においては断面図中央付近にも『Camdback』 が認められる。しかし, この位置は丘の頂上

付近に位置するため,横穴墓を掘削するには上被 りが薄いため,横穴墓とは異なる何らかの表面掘削
が行われた場所と推定する。

薇i!盤
表面掘削位置
寸

横穴墓可能性位置

」・♂」・J=よ・.・・
ょ1」`よ・ょ「ょ予

'0 00   12 SO   Is co   17 50   2119c   ttisJ

図-4-4 E-2-b見 掛け比抵抗図

その他のE-2-d,E-2-e,E-10に ついては『Camelback』 が認められるがその反応から

は個数等を特定する事は難しいため反応の見られる位置をまとめて示すと図-4-2の ようになる。
このようにある程度の範囲を持った反応を示すのは表面掘削の範囲が広いか空洞が幾つもあるために

個々の反応が重なり合って複雑な変化を示すと推定する。

*3ブロック

3プ ロックにおいての反応の見られた測線はE-3-a,E-3-bで あり,それぞれの見掛け比

抵抗区分図を巻末の図-4-3に 示す。
この測線における反応は図-4-5見 掛け比抵抗図に示すように非常に明瞭な塊状高比抵抗域が現
れており, 5箇所の横穴墓の可能性がある。

これらの反応はほぼ等間隔に並んでおり,空洞の底面と考えられる深度も地表から約4mと ほぼ同
じ高さを示 している。

・
6t'♂ 瑠

OI・ 」・J・

図-4-5 E-3-a見 掛け比抵抗図

横穴墓可能性位置
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この3プ ロックについては以上の測線でのみ反応が見られ,その他の測線については空洞あるいは

表面掘削の可能性はない。したがって, 5箇所の横穴墓を測定する。

*4ブロック

4プ ロックの中で反応が見られた測線はE-4-a～ E-4-cで ある。これらの測線の中でE一

4-aの 見掛け比抵抗区分図を巻末の図-4-3に 示す。

見掛け比抵抗区分図を見てもわかるように3プ ロックでの反応に比較してあまり明瞭な反応ではな

い。この事はこの反応が空洞による反応ではなく表面掘削による周辺地盤の違いによる変化であると

推定する。したがって, 4プ ロックでの横穴墓の可能性はなく表面掘削が行われた場所としてピック

アップする。

以上のように平成 3年度,平成4年度調査で行った高密度電気探査の結果について『Camdback』

及び『塊状高比抵抗域』を空洞存在のキーポイントとして各プロック毎に可能性位置をピックアップ

した。その結果をまとめると以下のようになる。

横穴墓   表面掘削
1プ ロック    1
2ブ ロック     1      2 (内 1箇所は複数の横穴が存在する可能性あり)

3プ ロック    5
4プロック         1

7箇所   3箇 所

以 上

計
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 電気探査測線

推定横穴墓位置

推定表面掘削位置
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図-4-2 調査地平面図 1:400
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図-4-3 見掛け比抵抗区分図
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図-4-3 見掛け比抵抗区分図
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